
対象校No. 学校コード F107310101322

設置年度 令和 3年度

計画の区分： 学部の学科の設置

医療創生大学 国際看護学部 看護学科 （必要がある場合）○○専攻

　　担当部局（課）名 柏キャンパス事務局

　　　職名・氏名 小林
コバヤシ

　勝
ショウ

次
　ジ

郎
ロウ

　　　電話番号　　 04-7136-0007

　　　（夜間）　　 04-7126-0001

　　　ｅ－mail　　 kashiwa.somu@isu.ac.jp

　　　　　該当番号を記載してください。

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

　　　４　対象校No.については、「【別紙】令和７年度AC報告書提出対象学科等.pdf」より、

　　　　　なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

　　　　　当該番号を記載してください。

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

令和7年12月8日現在差替版

届出

令和７年５月１日現在 

（改正前大学設置基準適用）

学校法人医療創生大学　　　

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

注３

注2

注４
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＜看護学科＞
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（シンタニ　タカヨシ）

新谷　幸義

（令和2年4月）

（シンタニ　タカヨシ）

新谷　幸義

（令和2年4月）

（カワグチ　タカヤス） （カワグチ　タカヤス）

川口　孝泰 川口　孝泰

（令和3年4月） （令和7年4月）

（フルヤ　カユリ） （カワグチ　タカヤス）

古谷　佳由理 川口　孝泰

（令和3年4月） （令和6年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を（　）書きで記入してくだ
　　　（例）令和６年度に報告済の内容　→（６）
　　　　　　　 令和７年度に報告する内容　→（７）
　　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告
　　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を記入してください。
　　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。
　　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人医療創生大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載してください。

　　　　医療創生大学

　　　　千葉県柏市小青田１丁目３番４号

(注)・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒277－0803

（３） 調査対象大学等の位置

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

再任
令和7年4月1日(7)

学　　長

職　　名

退職したため
令和6年4月1日(6)
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(注)・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試区分ごとではありません）。
　　  ・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、
　　　　　別ファイルにて提出してください。
　 　 ・　様式は、令和３年度開設の４年制の学科が完成年度を越えて報告する場合（令和７年度までの５年間）ですが、設置計画履行状況等調査の対象期間が６年を越え、様式に変更が必要な場合に
　　　　　それらのコースや専攻単位でも記載したものを、別途ご連絡ください。
　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、
　　　　　専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載してください。

　　　

　国際看護学部

　　　看護学科 人

　学士（看護学） 年 人 人

人

人

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　 　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号（その２の２））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。
　　　　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択するとともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

—人 —人 80人 —人 80人 —人 80人 —人 80人 —人 80人 —人

－ － 198 － 166 － 124 － 108 － 177 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － 186 － 149 － 118 － 102 － 165 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － 149 － 121 － 110 － 93 － 129 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － 88 － 78 － 83 － 69 － 83 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　 　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行っている場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。
　　　 　   該当がない年度には「－」を記入してください。
　　　 　・　転入学生は記入しないでください。
　　　 　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。
　　　 　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）に分けて数値を記入してください。
　　　　　　春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。
　　　 　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出してください。
　　　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。
　 　　  ・  報告年度に春季入学以外の学期区分の設定を予定している場合は、「春季入学以外の学期区分について」で「春季入学以外の学期区分を設ける予定」を選択するとともに、
　　　　　　下欄に、入学時期と入学定員の内訳（予定を含む）を記載してください。（春季入学以外の学期区分の設定を予定していない場合は「－」を選択。）

　　　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和８年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。
　　　　 　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。また、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、
　　　　　 報告年度から起算した修業年限に相当する期間の収容定員充足率を記載してください。
　　 　　・　「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」
　　　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。
　　　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。
　　 　　・　「（５）－②　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等」の「平均入学定員超過率」及び「収容定員充足率」は、「４　既設大学等の状況」AC対象学部学科等の倍率と一致しますので、

春季入学以外の
学期区分につい

て

－

　　　　 ・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

　　　　　（学生募集停止を予定していない場合は「－」を選択。）

　　　　　　留意して計算してください。

合格者数

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

2年次

編入学定員 収容定員

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

　  　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

受験者数

　　 　　・　調査対象学部等の開設年度から報告年度まで記入してください。なお、開設年度以前は「－」を記入してください。

80 80

1.03

[ 　－　 ]

1.03－

[ 　－　 ]

0.97

－

(　－ 　)

[ 　－　 ]

80

(　－ 　)(　－ 　)
Ａ　 入学定員

(　－ 　)

[ 　－　 ]

1.10

令和７年度

80

(　－ 　)

[ 　－　 ] [ 　－　 ]

(　－ 　)

0.86

80

0.88倍

収容定員
充 足 率

— 倍

収容定員
充 足 率
（控除後）

Ｂ　 入学者数

志願者数 春季入学以外
の入学時期と
入学定員内訳

0

－

保健衛生学関
係（看護学関

係）

　　　 　・　「収容定員充足率」には、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

備　考

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和６年度令和５年度令和２年度 令和３年度 令和４年度

4 80 320

3年次

4年次

備　　考

入学定員

0

設 置 時 の 計 画

修業年限

学生募集の停
止について

0
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

－ － 88 － 78 － 87 － 70 － 87 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (4) (　－　) (1) (　－　) (1) (　－　)

－ － 87 － 75 － 87 － 68 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (2) (　－　) (3) (　－　) (1) (　－　)

－ － 83 － 62 － 70 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

－ － 81 － 59 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

(注)・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。
　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。
　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。
　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）
　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。
　　　　また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。
　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

(2)(4)（　　－　 ） （　　－　 ） （　　－　 ）

令和２年度 令和３年度

－ 88 165 300

(6)

令和７年度

[　　－ 　] [　　－ 　] [　　－ 　] [　　－ 　][　　－ 　]

令和４年度

284245

１年次

２年次

３年次

４年次

[　　－ 　]

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

計

備　　　　　考

令和7年度
1年次87人の内訳
新入学生83人+留年者1人+休学者3人＝合計87人
2年次68人の内訳
前年度1年生70人-休学者3人-退学者8人-留年者1人＝進級者58人
進級者58人+休学者8人+復学者1人+留年者1人＝合計68人
3年次70人の内訳
前年度2年生87人-退学者10人-休学者8人-留年者1人-復学者1人
＝進級者67人
進級者67人+休学者1人+復学者2人＝合計70人
4年次59人の内訳
前年度3年生62人-休学者1人-復学者2人＝進級者59人
進級者59人

令和６年度令和５年度
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

- 人 - 人 令和２年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 2 人 0 人
就学意欲の低下（1人）
経済的事情と学生の心身に関する事情（1人）

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 1 人 0 人 希望進路との相違による就学意欲の低下（1人）

令和４年度 1 人 0 人 他分野の学校への進学（1人）

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 3 人 0 人 経済的事情（1人）、他分野への進路変更（2人）

令和４年度 5 人 0 人 他分野への進路変更（3人）、病気等体調不良（2人）

令和５年度 6 人 0 人
学力不振による就学意欲の低下（3人）
家庭の事情（1人）、他分野への進路変更（2人）

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 0 人 0 人

令和４年度 6 人 0 人 他分野への進路変更（5人）、病気等体調不良（1人）

令和５年度 5 人 0 人
他分野への進路変更（2人）、
学力不振による就学意欲の低下（3人）

令和６年度 7 人 0 人
病気等体調不良（2人）、家庭の事情（1人）
学力不振による就学意欲の低下（2人）、他分野への進路変更（2
人）

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 0 人 0 人

令和５年度 0 人 0 人

令和６年度 0 人 0 人

令和７年度 0 人 0 人

36 人 36 人 0 人

(注)・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。
　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。
　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生、転科生も含めて記入してください。
　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。
　　　　　　（記入項目例）・修学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学
　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） -
令和２年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 2
令和３年度の在学者数（a+b） 88

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 2
令和４年度の在学者数（a+b） 165

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） 14
令和５年度の在学者数（a+b） 245

【令和６年度】

令和６年度の退学者数（ａ） 18
令和６年度の在学者数（a+b） 300

【令和７年度】

令和７年度の退学者数（ａ） 0
令和７年度の在学者数（a+b） 284

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

= = 0 ％

令和７年度 284 人 0 人

=

=

=

=

=

=

=

人令和４年度 163

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

令和２年度

令和３年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

2人86 人

2

合　　計

人

令和５年度 231 人 14 人

人令和６年度 282 人 18

1.21 ％

= = 6 ％

5.71 ％=

- ％

2.27 ％
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【令和7年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

フレッシャーズセミナー １前 2 11 3 フレッシャーズセミナー １前 2 2 3 1 1

日本語リテラシー １前 1 　 　 　 　 　 　 　 3 日本語リテラシー １前 1 　 　 1

コンピュータリテラシー １前 1 　 　 1 　 　 　 コンピュータリテラシー １前 1 　 　 1 2 1

英語Ａ１ １前 1 　 　 　 　 　 　 　 2 英語Ａ１ １前 1 　 　 3

英語Ａ２ １後 1 　 　 　 　 　 　 　 2 英語Ａ２ １後 1 　 　 3

英語Ｂ１ １前 1 　 　 　 　 　 　 　 1 英語Ｂ１ １前 1 　 　 3

英語Ｂ２ １後 1 　 　 　 　 　 　 　 1 英語Ｂ２ １後 1 　 　 3

英語Ｃ１ ２前 1 　 　 　 　 2 英語Ｃ１ ２前 1 　 3

英語Ｃ２ ２後 1 　 　 　 　 　 　 　 2 英語Ｃ２ ２後 1 　 　 3

中国語１ ２前 1 1 中国語１ ２前 1 1

中国語２ ２後 1 1 中国語２ ２後 1 1

韓国語１ ２前 1 1 韓国語１ ２前 1 1

韓国語２ ２後 1 1 韓国語２ ２後 1 1

健康の科学 １前 2 2 健康の科学 １前 2 1

健康・スポーツ１ １前 1 2 健康・スポーツ１ １前 1 1

健康・スポーツ２ １後 1 2 健康・スポーツ２ １後 1 1

哲学の世界 １前 2 1 哲学の世界 １前 2 1

心理学概論 １前 2 1 心理学概論 １前 2 1

倫理学の世界 １後 2 1 倫理学の世界 １後 2 1

法学入門 １後 2 1 法学入門 １後 2 1

社会学入門 １後 2 1 社会学入門 １後 2 1

世界の歴史と文化 １後 2 1 世界の歴史と文化 １後 2 1

自然科学のあゆみ １前 2 1 自然科学のあゆみ １前 2 1

統計のしくみ １前 2 1 統計のしくみ １前 2 1

生命の科学 １前 2 1 生命の科学 １前 2 1

情報演習 １前 1 1 情報演習 １前 1 1

小計（26科目） - 15 22 小計（26科目） - 15 22

人体の構造と機能Ⅰ １前 2 　 　 1 　 　 　 　 1前 2 　 　 1

人体の構造と機能Ⅱ １前 2 　 　 1 　 　 　 　 1前 2 　 　 1

人体の構造と機能Ⅲ １後 2 　 　 1 　 　 　 　 1後 2 　 　 1

人体の構造と機能Ⅳ １後 2 　 　 1 　 　 　 　 1後 2 　 　 1

こころとからだの探求 １後 1 　 1 　 　 　 　 1後 1 　 1

薬物と薬物療法 ２前 2 　 　 1 　 　 　 　 2前 2 　 　 1

１後 1 　 　 1 　 　 　 　 1後 1 　 　 1

２前 2 　 　 1 　 　 　 　 2前 2 　 　 1

２後 2 　 1 　 　 　 2後 2 　 1

公衆衛生学 ２前 2 　 　 1 　 　 　 　 2前 2 　 　 2

医療統計学演習 １後 1 　 　 1 　 　 　 　 1後 1 　 　 1

健康福祉社会とグローバル化 ２後 2 　 　 　 　 　 　 　 1 2後 2 　 　 1

地域における健康増進 １後 1 　 　 1 　 　 1後 1 　 　 2 1 1

看護学原論 １前 2 　 　 1 　 　 　 　 1前 2 　 　 2 2 1

健康教育と看護倫理 １後 2 　 　 1 　 　 　 　 1後 2 　 　 6 3 1

２前 2 　 　 　 1 　 　 　 2前 2 　 　 3 2

１前 2 　 　 1 　 　 1前 2 　 　 2 2

１後 1 1 1 1後 1 2 2

２前 1 1 1 2前 1 2 2

２後 1 1 2後 1 3 2

１前・後 1 1 6 3 3 1前・後 1 4 2 2

２前・後 2 1 6 3 3 2前・後 2 3 2 2

２　授業科目の概要

＜国際看護学部　看護学科＞

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

（１）－① 授業科目表

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

全
学
共
通
教
育
科
目

全
学
共
通
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

人体の構造と機能Ⅰ

人体の構造と機能Ⅱ

人体の構造と機能Ⅲ

人体の構造と機能Ⅳ

こころとからだの探求

薬物と薬物療法

公衆衛生学

医療統計学演習

健康福祉社会とグローバル化

地域における健康増進

看護学原論

健康教育と看護倫理

疾病と治療Ⅰ 疾病と治療Ⅰ

疾病と治療Ⅱ 疾病と治療Ⅱ

疾病と治療Ⅲ 疾病と治療Ⅲ

基礎看護技術Ⅱ 基礎看護技術Ⅱ

フィジカルアセスメント フィジカルアセスメント

基礎看護学実習Ⅰ 基礎看護学実習Ⅰ

看護と人間関係 看護と人間関係

看護の基礎技術 看護の基礎技術

基礎看護技術Ⅰ 基礎看護技術Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ 基礎看護学実習Ⅱ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

２前 2 1 2前 2 1

２後 2 1 2後 2 1

３前 1 1 1 1 2後 1 1 1

３前 1 1 1 1 3前 1 1 1

成人看護学実習Ⅰ ３前･後 3 1 1 1 1後 1 1 2 1 1

成人看護学実習Ⅱ ３前・後 3 1 1 1 3前・後 2 1 1

老年看護学概論 ２前 2 1 2前 2 1

老年看護活動/援助論 ２後 1 2 2後 2 1

老年看護学演習 ３前 1 2 3前 1 2 1 1 1

老年看護学実習Ⅰ ３前・後 2 1 1 1 3前 1 2 1 1 1

老年看護学実習Ⅱ ３前・後 2 1 1 1 3前・後 2 1 1 1 1

小児看護学概論 ２前 2 2 3前・後 2 1 1 1 1

小児看護活動/援助論 ２後 1 1 1 3前・後 1 2 1 1 1

小児看護学演習 ３前 1 1 1 2前 2 1

小児看護学実習 ３前・後 2 2 1 2後 1 1 1

母性看護学概論 ２前 2 1 3前 1 1 1 1 1

母性看護活動/援助論 ２後 1 1 3前・後 2 1 1 1 1

母性看護学演習 ３前 1 2 3前・後 2 1 1 1 1

母性看護学実習 ３前・後 2 2 2前 2 1 1

精神看護学概論 ２前 2 1 1 2後 1 1 1

精神看護活動/援助論 ２後 1 1 1 1 3前 1 1 3 1

精神看護学演習 ３前 1 1 1 3前・後 2 1 1 1

精神看護学実習 ３前・後 2 1 1 1 2前 2 3

在宅看護学概論 ２前 2 1 2後 1 2

２後 2 1 3前 1 2

２後 1 1 1 3前・後 2 2

３前 1 1 1 2前 2 1 1 1

３前・後 2 3 1 2後 1 1 1

３前 1 2 3前 1 1 1 1

３前 2 1 3前・後 2 1 1 1

３前 1 2 1 1 3前 1 1

国際看護実習Ⅰ ３前・後 1 2 1 1 1 3前 2 2 1

４前 1 2 1 1 1 3前 1 2 1

４前 1 1 3前・後 1 2 1

４前 2 2 4前 1 4 1

４前 1 1 4前 1 1

４前 1 1 1 4前 2 1

４後 1 1 4前 1 1

４後 1 1 4前 1 2 1 1

４後 4 13 4後 1 1

４前 1 10 8 3 3 4後 1 1 1

４前･後 2 10 8 3 3 4後 4 10 7 4 6

小計（64科目） - 101 1 0 　 　 　 　 　 4前 1 9 6 4 6

- 116 23 0 　 　 　 　 　 4前・後 2 10 6 4 6

小計（66科目） - 101 1 0 　 　 　 　 　

- 116 23 0 　 　 　 　 　

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
教
育
科
目

成人看護学概論Ⅰ（急性期）

専
門
教
育
科
目

地域・在宅看護学概論

成人看護学概論Ⅱ（慢性期） 地域看護と地域包括ケアシステム

成人看護学概論Ⅰ(急性期)

成人看護学概論Ⅱ(慢性期)

成人急性期の看護方法

成人慢性期の看護方法

成人看護学実習Ⅰ【急性期】

成人看護学実習Ⅱ【慢性期】

成人急性期の看護方法 地域・在宅看護活動／援助論

成人慢性期の看護方法 地域・在宅看護学演習

地域を学ぶ

地域・在宅看護学実習

小児看護学概論

小児看護活動／援助論

小児看護学演習

小児看護学実習

母性看護学概論

母性看護活動／援助論

成人看護学実習
（外来／地域・多職種）

老年看護学概論

老年看護活動／援助論

老年看護学演習

老年看護学実習Ⅰ

老年看護学実習Ⅱ

在宅看護学実習 精神看護活動／援助論

医療英語 精神看護学演習

国際看護学 精神看護学実習

地域看護と地域包括ケアシステム 母性看護学演習

在宅看護活動/援助論 母性看護学実習

在宅看護学演習 精神看護学概論

看護研究の基礎 国際看護実習Ⅱ

チーム医療と医療安全 看護の統合と実践

看護マネージメント 看護研究の基礎

英語診療演習 医療英語

国際看護学

国際看護実習Ⅱ 英語診療演習

看護の統合と実践 国際看護実習Ⅰ

応用看護演習OSCE/IBT 看護とリハビリテーション

看護学統合実習 看護学総合講義

応用看護演習OSCE/IBT

合計（90科目） 看護学統合実習

遠隔看護と看護情報 チーム医療と医療安全

看護とリハビリテーション 看護マネージメント

看護学総合講義 遠隔看護と看護情報

卒業要件及び履修方法

必修科目116単位，全学共通教育科目の選択科目から8単位以上を修得し，
124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：45単位（年間））

合計（92科目）

卒業要件及び履修方法

必修科目116単位，全学共通教育科目の選択科目から8単位以上を修得し，
124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：45単位（年間））
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【令和6年度】 【令和5年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

フレッシャーズセミナー １前 2 7 2 1 1 フレッシャーズセミナー １前 2 12

日本語リテラシー １前 1 　 　 1 日本語リテラシー １前 1 　 　 1

コンピュータリテラシー １前 1 　 　 1 1 1 コンピュータリテラシー １前 1 　 　 1 2

英語Ａ１ １前 1 　 　 3 英語Ａ１ １前 1 　 　 2

英語Ａ２ １後 1 　 　 3 英語Ａ２ １後 1 　 　 2

英語Ｂ１ １前 1 　 　 3 英語Ｂ１ １前 1 　 　 2

英語Ｂ２ １後 1 　 　 3 英語Ｂ２ １後 1 　 　 2

英語Ｃ１ ２前 1 　 3 英語Ｃ１ ２前 1 　 2

英語Ｃ２ ２後 1 　 　 3 英語Ｃ２ ２後 1 　 　 2

中国語１ ２前 1 1 中国語１ ２前 1 1

中国語２ ２後 1 1 中国語２ ２後 1 1

韓国語１ ２前 1 1 韓国語１ ２前 1 1

韓国語２ ２後 1 1 韓国語２ ２後 1 1

健康の科学 １前 2 1 健康の科学 １前 2 1

健康・スポーツ１ １前 1 1 健康・スポーツ１ １前 1 1

健康・スポーツ２ １後 1 1 健康・スポーツ２ １後 1 1

哲学の世界 １前 2 1 哲学の世界 １前 2 1

心理学概論 １前 2 1 心理学概論 １前 2 1

倫理学の世界 １後 2 1 倫理学の世界 １後 2 1

法学入門 １後 2 1 法学入門 １後 2 1

社会学入門 １後 2 1 社会学入門 １後 2 1

世界の歴史と文化 １後 2 1 世界の歴史と文化 １後 2 1

自然科学のあゆみ １前 2 1 自然科学のあゆみ １前 2 1

統計のしくみ １前 2 1 統計のしくみ １前 2 1

生命の科学 １前 2 1 生命の科学 １前 2 1

情報演習 １前 1 1 情報演習 １前 1 1

小計（26科目） - 15 22 小計（26科目） - 15 22

1前 2 　 　 1 1前 2 　 　 1

1前 2 　 　 1 1前 2 　 　 2

1後 2 　 　 1 1後 2 　 　 1

1後 2 　 　 1 1後 2 　 　 2

1後 1 　 1 1後 1 　 1

2前 2 　 　 1 2前 2 　 　 1

1後 1 　 　 1 1後 1 　 　 2

2前 2 　 　 1 2前 2 　 　 1

2後 2 　 1 2後 2 　 2

2前 2 　 　 1 2前 2 　 　 1

1後 1 　 　 1 1後 1 　 　 1

2後 2 　 　 1 2後 2 　 　 1

1後 1 　 　 2 1 1 1後 1 　 　 3

1前 2 　 　 1 1前 2 　 　 1

1後 2 　 　 4 3 1 1後 2 　 　 1

2前 2 　 　 1 3 1 2前 2 　 　 1 2

1前 2 　 　 2 1 1前 2 　 　 1 1

1後 1 2 1 1後 1 1 1

2前 1 2 1 2前 1 1 1

2後 1 3 1 2後 1 2 2

1前・後 1 4 2 2 1前・後 1 5 2 3

2前・後 2 3 2 2 2前・後 2 5 2 3

2前 2 2 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 1

2後 1 1 1 1 2後 1 1 1 1

3前 1 1 1 1 3前 1 1 1 1

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

全
学
共
通
教
育
科
目

全
学
共
通
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

人体の構造と機能Ⅰ

専
門
教
育
科
目

人体の構造と機能Ⅰ

人体の構造と機能Ⅱ 人体の構造と機能Ⅱ

人体の構造と機能Ⅲ

疾病と治療Ⅰ 疾病と治療Ⅰ

疾病と治療Ⅱ 疾病と治療Ⅱ

疾病と治療Ⅲ 疾病と治療Ⅲ

人体の構造と機能Ⅲ

人体の構造と機能Ⅳ 人体の構造と機能Ⅳ

こころとからだの探求 こころとからだの探求

薬物と薬物療法 薬物と薬物療法

地域における健康増進 地域における健康増進

看護学原論 看護学原論

健康教育と看護倫理 健康教育と看護倫理

公衆衛生学 公衆衛生学

医療統計学演習 医療統計学演習

健康福祉社会とグローバル化 健康福祉社会とグローバル化

基礎看護技術Ⅱ 基礎看護技術Ⅱ

フィジカルアセスメント フィジカルアセスメント

基礎看護学実習Ⅰ 基礎看護学実習Ⅰ

看護と人間関係 看護と人間関係

看護の基礎技術 看護の基礎技術

基礎看護技術Ⅰ 基礎看護技術Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ 基礎看護学実習Ⅱ

地域・在宅看護学概論 地域・在宅看護学概論

地域看護と地域包括ケアシステム 地域看護と地域包括ケアシステム

地域・在宅看護活動／援助論 地域・在宅看護活動／援助論

地域・在宅看護学演習 地域・在宅看護学演習
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 1 2 2 1 2 1後 1 1 5 2 3

3前・後 2 2 1 1 3前・後 2 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 1 2 1 1 1 3前 1 1 1 1

3前 1 2 1 1 1 3前 1 1 1 1

3前・後 2 1 1 1 1 3前・後 2 1 1 1

3前・後 2 1 1 1 1 3前・後 2 1 1 1

3前・後 1 2 1 1 1 3前・後 1 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 1 1 1 2後 1 1

3前 1 1 1 1 1 3前 1 1

3前・後 2 1 1 1 1 3前・後 2 1 1 1

3前・後 2 1 1 1 1 3前・後 2 1 1 1

2前 2 1 1 1 2前 2 2

2後 1 1 2後 1 1 1

3前 1 1 2 1 3前 1 1 1

3前・後 2 1 1 3前・後 2 2 1

2前 2 2 2前 2 1

2後 1 2 2後 1 1

3前 1 2 3前 1 2

3前・後 2 2 3前・後 2 2

2前 2 1 1 1 2前 2 1 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

3前 1 1 1 1 3前 1 1 1

3前・後 2 1 1 1 3前・後 2 1 1

3前 1 2 3前 1 2

3前 2 1 1 3前 2 1

3前 1 2 1 3前 1 2 1

3前・後 1 2 2 3前・後 1 2 2

4前 1 2 2 4前 1 2 2

4前 1 1 4前 1 1

4前 2 2 4前 2 2

4前 1 1 4前 1 1

4前 1 2 1 1 4前 1 1 1

4後 1 1 4後 1 1

4後 1 1 4後 1 1

4後 4 13 6 3 6 4後 4 12

4前 1 9 6 4 6 4前 1 10 6 2 4

4前・後 2 10 6 4 6 4前・後 2 10 6 2 4

小計（66科目） - 101 1 0 　 　 　 　 　 小計（66科目） - 101 1 0 　 　 　 　 　

- 116 23 0 　 　 　 　 　 - 116 23 0 　 　 　 　 　

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

成人急性期の看護方法 成人急性期の看護方法

成人慢性期の看護方法 成人慢性期の看護方法

成人看護学実習Ⅰ【急性期】 成人看護学実習Ⅰ【急性期】

専
門
教
育
科
目

地域を学ぶ

専
門
教
育
科
目

地域を学ぶ

地域・在宅看護学実習 地域・在宅看護学実習

成人看護学概論Ⅰ(急性期) 成人看護学概論Ⅰ(急性期)

成人看護学概論Ⅱ(慢性期) 成人看護学概論Ⅱ(慢性期)

老年看護活動／援助論 老年看護活動／援助論

老年看護学演習 老年看護学演習

老年看護学実習Ⅰ 老年看護学実習Ⅰ

成人看護学実習Ⅱ【慢性期】 成人看護学実習Ⅱ【慢性期】

成人看護学実習
（外来／地域・多職種）

成人看護学実習
（外来／地域・多職種）

老年看護学概論 老年看護学概論

小児看護学演習 小児看護学演習

小児看護学実習 小児看護学実習

母性看護学概論 母性看護学概論

老年看護学実習Ⅱ 老年看護学実習Ⅱ

小児看護学概論 小児看護学概論

小児看護活動／援助論 小児看護活動／援助論

精神看護学概論 精神看護学概論

精神看護活動／援助論 精神看護活動／援助論

精神看護学演習 精神看護学演習

母性看護活動／援助論 母性看護活動／援助論

母性看護学演習 母性看護学演習

母性看護学実習 母性看護学実習

英語診療演習 英語診療演習

国際看護実習Ⅰ 国際看護実習Ⅰ

国際看護実習Ⅱ 国際看護実習Ⅱ

精神看護学実習 精神看護学実習

医療英語 医療英語

国際看護学 国際看護学

看護マネージメント 看護マネージメント

遠隔看護と看護情報 遠隔看護と看護情報

看護とリハビリテーション 看護とリハビリテーション

看護の統合と実践 看護の統合と実践

看護研究の基礎 看護研究の基礎

チーム医療と医療安全 チーム医療と医療安全

合計（92科目） 合計（92科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

必修科目116単位，全学共通教育科目の選択科目から8単位以上を修得し，
124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：45単位（年間））

必修科目116単位，全学共通教育科目の選択科目から8単位以上を修得し，
124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：45単位（年間））

看護学総合講義 看護学総合講義

応用看護演習OSCE/IBT 応用看護演習OSCE/IBT

看護学統合実習 看護学統合実習
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【令和４年度】 【令和３年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１前 2 11 1 １前 2 10 1

１前 1 　 　 1 １前 1 　 　 　 　 　 　 　 1

１前 1 　 　 1 2 １前 1 　 　 1 2 　 　

１前 1 　 　 2 １前 1 　 　 　 　 　 　 　 1

１後 1 　 　 2 １後 1 　 　 　 　 　 　 　 1

１前 1 　 　 2 １前 1 　 　 　 　 　 　 　 1

１後 1 　 　 2 １後 1 　 　 　 　 　 　 　 1

２前 1 　 2 ２前 1 　 　 　 　 1

２後 1 　 　 2 ２後 1 　 　 　 　 　 　 　 1

２前 1 1 ２前 1 1

２後 1 1 ２後 1 1

２前 1 1 ２前 1 1

２後 1 1 ２後 1 1

１前 2 1 １前 2 1

１前 1 1 １前 1 1

１後 1 1 １後 1 1

１前 2 1 １前 2 1

１前 2 1 １前 2 1

１後 2 1 １後 2 1

１後 2 1 １後 2 1

１後 2 1 １後 2 1

１後 2 1 １後 2 1

１前 2 1 １前 2 1

１前 2 1 １前 2 1

１前 2 1 １前 2 1

１前 1 1 １前 1 1

- 15 22 - 15 22

1前 2 　 　 1 １前 2 　 　 1 　 　 　 　

1前 2 　 　 2 １前 2 　 　 2 　 　 　 　

1後 2 　 　 1 １後 2 　 　 1 　 　 　 　

1後 2 　 　 2 １後 2 　 　 2 　 　 　 　

1後 1 　 1 １後 1 　 1 　 　 　 　

2前 2 　 　 1 ２前 2 　 　 1 　 　 　 　

1後 1 　 　 2 １後 1 　 　 2 　 　 　 　

2前 2 　 　 1 ２前 2 　 　 1 　 　 　 　

2後 2 　 2 ２後 2 　 2 　 　 　

2前 2 　 　 3 3 ２前 2 　 　 1 　 　 　 　

1後 1 　 　 1 １後 1 　 　 2 　 　 　 　

2後 2 　 　 1 ２後 2 　 　 　 　 　 　 　 1

1後 1 　 　 1 １後 1 　 　 1 　 　

1前 2 　 　 1 １前 2 　 　 1 　 　 　 　

1後 2 　 　 1 １後 2 　 　 1 　 　 　 　

2前 2 　 　 2 2 ２前 2 　 　 　 1 　 　 　

1前 2 　 　 1 1 １前 2 　 　 1 　 　

1後 1 1 1 1 １後 1 1 1

2前 1 1 1 ２前 1 1 1

2後 1 1 1 ２後 1 1

1前・後 1 5 2 3 １前・後 1 1 6 3 3

2前・後 2 5 2 3 ２前・後 2 1 6 3 3

2前 2 1 ２前 2 1

2後 2 1 ２後 2 1

2後 1 1 1 ３前 1 1 1 1

3前 1 1 1 ３前 1 1 1 1

統計のしくみ

生命の科学

情報演習

小計（26科目）

健康・スポーツ１

健康・スポーツ２

哲学の世界

心理学概論

倫理学の世界

法学入門

社会学入門

世界の歴史と文化

自然科学のあゆみ

倫理学の世界

法学入門

社会学入門

世界の歴史と文化

自然科学のあゆみ

統計のしくみ

生命の科学

情報演習

小計（26科目）

中国語１

中国語２

韓国語１

韓国語２

健康の科学

健康・スポーツ１

健康・スポーツ２

哲学の世界

心理学概論

フレッシャーズセミナー

日本語リテラシー

コンピュータリテラシー

英語Ａ１

英語Ａ２

英語Ｂ１

英語Ｂ２

英語Ｃ１

英語Ｃ２

人体の構造と機能Ⅰ

人体の構造と機能Ⅱ

人体の構造と機能Ⅲ

人体の構造と機能Ⅳ

こころとからだの探求

薬物と薬物療法

公衆衛生学

医療統計学演習

健康福祉社会とグローバル化

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

全
学
共
通
教
育
科
目

全
学
共
通
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

人体の構造と機能Ⅰ

専
門
教
育
科
目

人体の構造と機能Ⅱ

人体の構造と機能Ⅲ

人体の構造と機能Ⅳ

こころとからだの探求

薬物と薬物療法

フレッシャーズセミナー

日本語リテラシー

コンピュータリテラシー

英語Ａ１

英語Ａ２

英語Ｂ１

英語Ｂ２

英語Ｃ１

英語Ｃ２

中国語１

中国語２

韓国語１

韓国語２

健康の科学

公衆衛生学

医療統計学演習

健康福祉社会とグローバル化

地域における健康増進

看護学原論

健康教育と看護倫理

疾病と治療Ⅰ 疾病と治療Ⅰ

疾病と治療Ⅱ 疾病と治療Ⅱ

疾病と治療Ⅲ 疾病と治療Ⅲ

地域における健康増進

看護学原論

健康教育と看護倫理

基礎看護技術Ⅱ 基礎看護技術Ⅱ

フィジカルアセスメント フィジカルアセスメント

基礎看護学実習Ⅰ 基礎看護学実習Ⅰ

看護と人間関係 看護と人間関係

看護の基礎技術 看護の基礎技術

基礎看護技術Ⅰ 基礎看護技術Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ 基礎看護学実習Ⅱ

地域・在宅看護学概論 成人看護学概論Ⅰ（急性期）

地域看護と地域包括ケアシステム 成人看護学概論Ⅱ（慢性期）

地域・在宅看護活動／援助論 成人急性期の看護方法

地域・在宅看護学演習 成人慢性期の看護方法
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 1 4 1 2 ３前･後 3 1 1 1

3前・後 2 1 1 ３前・後 3 1 1 1

2前 2 1 ２前 2 1

2後 2 1 ２後 1 2

3前 1 1 1 ３前 1 2

3前 1 1 1 ３前・後 2 1 1 1

3前・後 2 1 1 ３前・後 2 1 1 1

3前・後 2 1 1 ２前 2 2

3前・後 1 2 2 ２後 1 2

2前 2 1 ３前 1 1

2後 1 2 ３前・後 2 2

3前 1 2 ２前 2 1

3前・後 2 1 1 1 ２後 1 1

3前・後 2 1 1 1 ３前 1 2

2前 2 2 ３前・後 2 2

2後 1 2 ２前 2 1 1

3前 1 1 ２後 1 1 1 1

3前・後 2 2 ３前 1 1 1

2前 2 1 ３前・後 2 1 1 1

2後 1 1 ２前 2 1

3前 1 2 ２後 2 1

3前・後 2 2 ２後 1 1 1

2前 2 1 1 ３前 1 1 1

2後 1 1 1 1 ３前・後 2 3 1

3前 1 1 1 ３前 1 2

3前・後 2 1 1 1 ３前 2 1

3前 1 2 ３前 1 2 1 1

3前 2 1 ３前・後 1 2 1 1 1

3前 1 2 1 ４前 1 2 1 1 1

3前・後 1 2 1 ４前 1 1

4前 1 2 1 ４前 2 2

4前 1 1 ４前 1 1

4前 2 2 ４前 1 1 1

4前 1 1 ４後 1 1

4前 1 1 1 看護とリハビリテーション ４後 1 1

4後 1 1 ４後 4 12

4後 1 1 ４前 1 10 7 3 3

4後 4 12 ４前･後 2 10 7 3 3

4前 1 10 6 2 3 - 101 1 0 　 　 　 　 　

4前・後 2 10 6 2 3 - 116 23 0 　 　 　 　 　

- 101 1 0 　 　 　 　 　

- 116 23 0 　 　 　 　 　

(注)・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教育課程等の概要」を確認してください。
　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を
　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。
　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
　　　・　不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。
　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）
　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、
　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。
　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、旧カリキュラムについても記載してください。
　　　　　その場合は、新カリキュラムを全て記載したのち、最後に記載欄を追加し、年度ごとに記載してください。　　　　

母性看護学概論

小児看護学実習

小児看護学演習

小児看護活動/援助論

小児看護学概論

老年看護学実習Ⅱ

老年看護学実習Ⅰ

老年看護学演習

老年看護活動/援助論

地域看護と地域包括ケアシステ

在宅看護学概論

精神看護学実習

精神看護学演習

精神看護活動/援助論

精神看護学概論

母性看護学実習

母性看護学演習

母性看護活動/援助論

看護学統合実習

看護学総合講義

応用看護演習OSCE/IBT

遠隔看護と看護情報

看護マネージメント

チーム医療と医療安全

看護研究の基礎

看護の統合と実践

国際看護実習Ⅱ

国際看護実習Ⅰ

英語診療演習

国際看護学

医療英語

在宅看護学実習

在宅看護学演習

在宅看護活動/援助論

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

成人看護学実習
（外来／地域・多職種）

老年看護学概論

成人看護学実習Ⅱ

成人看護学実習Ⅰ

老年看護学概論

老年看護活動／援助論

老年看護学演習

老年看護学実習Ⅰ

老年看護学実習Ⅱ

専
門
教
育
科
目

地域を学ぶ

専
門
教
育
科
目

地域・在宅看護学実習

成人看護学概論Ⅰ(急性期)

成人看護学概論Ⅱ(慢性期)

成人急性期の看護方法

成人慢性期の看護方法

成人看護学実習Ⅰ【急性期】

成人看護学実習Ⅱ【慢性期】

小計（66科目）

母性看護学演習

母性看護学実習

精神看護学概論

精神看護活動／援助論

精神看護学演習

精神看護学実習

小児看護学概論

小児看護活動／援助論

小児看護学演習

小児看護学実習

母性看護学概論

母性看護活動／援助論

看護研究の基礎

チーム医療と医療安全

看護マネージメント

遠隔看護と看護情報

看護とリハビリテーション

看護学総合講義

医療英語

国際看護学

英語診療演習

国際看護実習Ⅰ

国際看護実習Ⅱ

看護の統合と実践

　　　　　新旧がある年度については、その別がわかるように各年度の右側に（新）又は（旧）と追記してください。
　　　　　（例：記載順）【認可時又は届出時】→【令和７年度】(新)→【令和６年度】(新)→【令和５年度】→【令和４年度】→【令和７年度】(旧)→【令和６年度】(旧)

応用看護演習OSCE/IBT

看護学統合実習 合計（90科目）

卒業要件及び履修方法

合計（92科目）

必修科目116単位，全学共通教育科目の選択科目から8単位以上を修得し，
124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：45単位（年間））

卒業要件及び履修方法

必修科目116単位，全学共通教育科目の選択科目から8単位以上を修得し，
124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：45単位（年間））

小計（64科目）
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【令和３年度】

【令和４年度】

　　　　

（１）－②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

　　　　

・就任辞退及び就任予定年月変更の理由により「フレッシャーズセミナー」の専任教員等の配置を「教授１１」から「教授１０」に変更
及び兼任・兼担の配置を「３」から「１」に変更。
・就任辞退の理由により「人体の構造と機能Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２」に変更。
・就任辞退の理由により「人体の構造と機能Ⅳ」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２」に変更。
・就任辞退の理由により「疾病と治療Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２」に変更。
・就任辞退の理由により「疾病と治療Ⅲ」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２」に変更。
・就任辞退の理由により「医療統計学演習」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２」に変更。
・就任辞退の理由により「コンピュータリテラシー」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授１」と「准教授２」に変更。
・就任辞退の理由により「日本語リテラシー」の兼任・兼担の配置を「３」から「１」に変更。
・就任辞退の理由により「英語Ａ1」の兼任・兼担の配置を「２」から「１」に変更。
・就任辞退の理由により「英語Ａ2」の兼任・兼担の配置を「２」から「１」に変更。
・就任辞退の理由により「英語Ｃ1」の兼任・兼担の配置を「２」から「１」に変更。
・就任辞退の理由により「英語Ｃ2」の兼任・兼担の配置を「２」から「１」に変更。
・就任辞退の理由により「健康の科学」の兼任・兼担の配置を「２」から「１」に変更。
・就任辞退の理由により「健康・スポーツ1」の兼任・兼担の配置を「２」から「１」に変更。
・就任辞退の理由により「健康・スポーツ2」の兼任・兼担の配置を「２」から「１」に変更。
・就任辞退の理由により「小児看護活動/援助論」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２」へ、「准教授１」から「准教授０」に
変更。
・就任辞退の理由により「小児看護学演習」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授０」に変更。
・就任辞退の理由により「小児看護学実習」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授０」に変更。
・就任延期の理由により「看護学総合講義」の専任教員等の配置を「教授１３」から「教授１２」に変更。
・就任辞退の理由により「応用看護演習OSCE/IBT」の専任教員等の配置を「准教授８」から「准教授７」に変更。
・就任辞退の理由により「看護学統合実習」の専任教員等の配置を「准教授８」から「准教授７」に変更。

　　　　 　　　　

・学則・教育課程の変更の理由により授業科目名を「在宅看護学概論」から「地域・在宅看護学概論」に変更。
・学則・教育課程の変更の理由により授業科目名を「在宅看護活動/援助論」から「地域・在宅看護学概論/援助論」に変更。
・学則・教育課程の変更の理由により授業科目名を「在宅看護学演習」から「地域・在宅看護学演習」に変更。
・学則・教育課程の変更の理由により授業科目名を「在宅看護学実習」から「地域・在宅看護学実習」に変更。
・学則・教育課程の変更の理由により「地域を学ぶ」を追加。
・学則・教育課程の変更の理由により「成人看護学実習（外来／地域・多職種）」を追加。
・教員補充の理由により「フレッシャーズセミナー」の専任教員等の配置を「教授１０」から「教授１１」に変更
・教員補充の理由により「英語Ａ1」の兼任・兼担の配置を「１」から「２」に変更。
・教員補充の理由により「英語Ａ2」の兼任・兼担の配置を「１」から「２」に変更。
・教員補充の理由により「英語Ｂ1」の兼任・兼担の配置を「１」から「２」に変更。
・教員補充の理由により「英語Ｂ2」の兼任・兼担の配置を「１」から「２」に変更。
・教員補充の理由により「英語Ｃ1」の兼任・兼担の配置を「１」から「２」に変更。
・教員補充の理由により「英語Ｃ2」の兼任・兼担の配置を「１」から「２」に変更。
・教育内容充実の理由により「公衆衛生学」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授３」へ、兼任・兼担「０」から「３」に変更。
・教員退職の理由により「医療統計学演習」の専任教員等の配置を「教授２」から「教授１」に変更。
・教育内容充実の理由により「看護と人間関係」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授２」へ、「准教授１」から「准教授２」に
変更。
・教育内容充実の理由により「看護の基礎技術」の専任教員等の配置を「助教０」から「助教１」に変更。
・教育内容充実の理由により「基礎看護技術Ⅰ」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に変更。
・教育内容充実の理由により「フィジカルアセスメント」の専任教員等の配置を「助教０」から「助教１」に変更。
・教員退職の理由により「基礎看護学実習Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授０」へ、「准教授６」から「准教授５」へ、
「講師３」から「講師２」に変更。
・教員退職の理由により「基礎看護学実習Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授０」へ、「准教授６」から「准教授５」へ、
「講師３」から「講師２」に変更。
・教員退職の理由により「成人急性期の看護方法」の専任教員等の配置を「講師１」から「講師０」に変更。
・教員退職の理由により「成人慢性期の看護方法」の専任教員等の配置を「講師１」から「講師０」に変更。
・教員退職の理由により「成人看護学実習Ⅰ【急性期】」の専任教員等の配置を「講師１」から「講師０」に変更。
・教員退職の理由により「成人看護学実習Ⅱ【慢性期】」の専任教員等の配置を「講師１」から「講師０」に変更。
・教員退職の理由により「国際看護学」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」へ、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・教員退職の理由により「英語診療」の専任教員等の配置を「講師１」から「講師０」に変更。
・教員退職の理由により「国際看護実習Ⅰ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授０」へ、「講師１」から「講師０」に変
更。
・教員退職の理由により「国際看護実習Ⅱ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授０」へ、「講師１」から「講師０」に変
更。
・教員退職の理由により「応用看護演習OSCE/IBT」の専任教員等の配置を「准教授７」から「准教授６」へ、「講師３」から「講師２」
に変更。
・教員退職の理由により「看護学統合実習」の専任教員等の配置を「准教授７」から「准教授６」へ、「講師３」から「講師２」に変
更。
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【令和５年度】

・兼担教員から専任教員就任により「フレッシャーズセミナー」の専任教員等の配置を「教授１１」から「教授１２」へ、兼任・兼担
「１」から「０」に変更。
・就任辞退の理由により変更した「公衆衛生学」の専任教員等の配置を「教授３」から「教授０」へ、兼任・兼担「３」から「１」に変
更。
・教育内容充実の理由により「地域における健康増進」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授３」に変更。
・教員退職と教員補充の状況により「看護と人間関係」の専任教員等の配置を「教授２」から「教授１」に変更。
・教員退職の理由により「基礎看護技術Ⅰ」の専任教員等の配置を「講師１」から「講師０」に変更。
・教員退職の理由により「基礎看護技術Ⅱ」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」へ、「講師１」から「講師０」に変
更。
・教育内容充実の理由により「フィジカルアセスメント」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授２」へ、「准教授１」から「准教
授２」へ、「助教１」から「助教０」に変更。
・教育内容充実の理由により「地域・在宅看護学概論」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２」に変更。
・教員補充と教育内容充実の理由により「地域・在宅看護学概論/援助論」の専任教員等の配置を「助教０」から「助教１」に変更。
・教員補充と教育内容充実の理由により「地域・在宅看護学演習」の専任教員等の配置を「助教０」から「助教１」に変更。
・教員補充と教育内容充実の理由により「地域を学ぶ」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」へ、「准教授４」から「准教授
５」へ、「講師１」から「講師２」へ、「助教２」から「助教３」に変更。
・教員補充と教育内容充実の理由により「地域・在宅看護学実習」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２」へ、「助教０」から
「助教１」に変更。
・教員補充の理由により「成人急性期の看護方法」の専任教員等の配置を「講師０」から「講師１」に変更。
・教員補充の理由により「成人慢性期の看護方法」の専任教員等の配置を「講師０」から「講師１」に変更。
・教員補充の理由により「成人看護学実習Ⅰ【急性期】」の専任教員等の配置を「講師０」から「講師１」に変更。
・教員補充の理由により「成人看護学実習Ⅱ【慢性期】」の専任教員等の配置を「講師０」から「講師１」に変更。
・教員退職の理由により「老年看護活動/援助論」の専任教員等の配置を「准教授２」から「准教授１」に変更。
・教員退職の理由により「老年看護学演習」の専任教員等の配置を「准教授２」から「准教授１」に変更。
・教員補充の理由により「小児看護活動/援助論」の専任教員等の配置を「教授２」から「教授１」へ、「准教授０」から「准教授１」に
変更。
・教員補充の理由により「小児看護学演習」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に変更。
・教員補充の理由により「小児看護学実習」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に変更。
・教員退職の理由により「精神看護活動/援助論」の専任教員等の配置を「助教１」から「助教０」に変更。
・教員退職の理由により「精神看護学演習」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」へ、「助教１」から「助教０」に変
更。
・教員退職の理由により「精神看護学実習」の専任教員等の配置を「助教１」から「助教０」に変更。
・教員補充の理由により「国際看護学」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授０」へ、「助教０」から「助教１」に変更。
・教員補充の理由により「国際看護実習Ⅰ」の専任教員等の配置を「助教１」から「助教２」に変更。
・教員補充の理由により「国際看護実習Ⅱ」の専任教員等の配置を「助教１」から「助教２」に変更。
・教員補充の理由により「応用看護演習OSCE/IBT」の専任教員等の配置を「助教３」から「助教４」に変更。
・教員補充の理由により「看護学統合実習」の専任教員等の配置を「助教３」から「助教４」に変更。
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【令和６年度】
・教員退職の理由により「フレッシャーズセミナー」の専任教員の配置を「教授１２」から「教授７」、「准教授２」、「講師１」、
「助教１」に変更。
・教員退職の理由により「コンピュータリテラシー」の専任教員の配置を「教授１」、「准教授２」から「教授１」、「准教授１」、
「兼任１」に変更。
・教育内容充実の理由により「英語Ａ1」、「英語Ａ2」、「英語Ｂ1」、「英語Ｂ2」、「英語Ｃ1」、「英語Ｃ2」の兼任・兼担教員の配
置を「２」から「３」に変更。
・教員退職の理由により「人体の構造と機能Ⅱ」、「人体の構造と機能Ⅳ」を「教授２」から「教授１」に変更。
・教員退職の理由により「疾病と治療Ⅰ」、「疾病と治療Ⅲ」を「教授２」から「教授１」に変更。
・教員補充の理由により「地域における健康増進」の専任教員の配置を「教授３」から「教授２」、「講師１」、「助教１」に変更。
・教育内容充実の理由により「健康教育と看護倫理」の専任教員の配置を「教授１」から「教授４」、「准教授３」、「助教１」に変
更。
・教員退職と教員補充の理由により「看護と人間関係」の専任教員等の配置を「教授１」、「准教授２」から「准教授３」、「助教１」
に変更。
・教員補充の理由により「看護の基礎技術」の専任教員の配置を「准教授１」、「助教１」から「准教授２」、「助教１」に変更。
・教員補充と教育内容充実の理由により「基礎看護技術Ⅰ」、「基礎看護技術Ⅱ」の専任教員の配置を「准教授１」、「助教１」から
「准教授２」、「助教１」に変更。
・教員補充の理由により「フィジカルアセスメント」の専任教員の配置を「教授２」、「准教授２」から「准教授３」、「助教１」に変
更。
・教員退職の理由により「基礎看護学実習Ⅰ」の専任教員の配置を「准教授５」、「講師２」、「助教３」から「准教授４」、「講師
２」、「助教２」に変更。
・教員退職の理由により「基礎看護学実習Ⅱ」の専任教員の配置を「准教授５」、「講師２」、「助教３」から「准教授３」、「講師
２」、「助教２」に変更。
・教員退職と教員補充の理由により「地域を学ぶ」の専任教員の配置を「教授１」、「准教授５」、「講師２」、「助教３」から「教授
２」、「准教授２」、「講師１」、「助教２」に変更。
・教員退職と教員補充の理由により「成人急性期の看護方法」、「成人慢性期の看護方法」の専任教員の配置を「教授１」、「准教授
１」、「講師１」から「教授２」、「准教授１」、「講師１」、「助教１」に変更。
・教員退職と教員補充の理由により「成人看護学実習Ⅰ【急性期】」、「成人看護学実習Ⅱ【慢性期】」の専任教員の配置を「教授
１」、「准教授１」、「講師１」から「教授１」、「准教授１」、「講師１」、「助教１」に変更。
・教員退職と教員補充の理由により「成人看護学実習Ⅰ（外来/地域・多職種）」の専任教員の配置を「教授２」、「准教授２」から「教
授２」、「准教授１」、「講師１」、「助教１」に変更。
・教員補充の理由により「老年看護活動/援助論」の専任教員の配置を「准教授１」から「准教授１」、「講師１」に変更。
・教員補充と教育内容充実の理由により「老年看護学演習」の専任教員の配置を「准教授１」から「教授１」、「准教授１」、「講師
１」、「助教１」に変更。
・教員補充と教育内容充実の理由により「老年看護学実習Ⅰ」、「老年看護学実習Ⅱ」の専任教員の配置を「教授１」、「准教授１」、
「助教１」から「教授１」、「准教授１」、「講師１」、「助教１」に変更。
・教員退職の理由により「小児看護学概論」の専任教員等の配置を「教授２」から「教授１」、「准教授１」、「兼任教員１」に変更。
・教員退職の理由により「小児看護活動/援助論」の専任教員の配置を「教授１」、「准教授１」から「教授１」に変更。
・教員退職の理由により「小児看護学演習」の専任教員の配置を「教授１」、「准教授１」から「教授１」、「准教授２」、「助教１」
に変更。
・教員退職の理由により「小児看護学実習」の専任教員の配置を「教授２」、「准教授１」から「教授１」、「准教授１」に変更。
・教員補充の理由により「母性看護学概論」の専任教員の配置を「教授１」から「教授２」に変更。
・教員補充の理由により「母性看護活動/援助論」の専任教員の配置を「教授１」から「教授２」に変更。
・教員補充の理由により「精神看護学概論」、「精神看護学演習」、「精神看護学実習」の専任教員の配置を「教授１」、「准教授１」
から「教授１」、「准教授１」、「講師１」に変更。
・教育内容充実の理由により「国際看護学」の専任教員の配置を「助教１」から「教授１」、「助教１」に変更。
・教育内容充実の理由により「看護マネージメント」の専任教員の配置を「教授１」、「准教授１」から「教授２」、「准教授１」、
「助教１」に変更。
・教育内容充実の理由により「看護学総合講義」の専任教員の配置を「教授１２」から「教授１３」、「准教授６」、「講師３」、「助
教６」に変更。
・教員退職と教員補充の理由により「応用看護演習OSCE/IBT」の専任教員の配置を「教授１０」、「准教授６」、「講師２」、「助教
４」から「教授９」、「准教授６」、「講師４」、「助教６」に変更。
・教員退職と教員補充の理由により「看護学総合実習」の専任教員の配置を「教授１０」、「准教授６」、「講師２」、「助教４」から
「教授１０」「准教授６」、「講師４」、「助教６」に変更。
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【令和７年度】

(注)・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。
　　　・　不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。
　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、新旧の変更内容をそれぞれ１つの枠内に記入してください。

・教員退職の理由により「フレッシャーズセミナー」の専任教員の配置を「教授７」、「准教授２」、「講師１」、「助教１」から「教
授２」、「准教授３」、「講師１」、「助教１」に変更。
・情報教育の拡充の理由により「コンピュータリテラシー」の専任教員の配置を「教授１」、「准教授２」から「教授１」、「准教授
２」、「兼任１」に変更。
・教員退職の理由により「中国語１」、「中国語２」は「兼任１」に変更。
・教員の定年退職の理由により「自然科学のあゆみ」は兼担教員から、専任教員「准教授１」の配置に変更。
・情報教育の拡充を図るために「統計のしくみ」の専任教員の配置を「准教授１」に変更。
・情報教育の拡充を図るために「情報演習」の専任教員の配置を「准教授１」に変更。
・教員の定年退職の理由により専任教員が担当していた「生命の科学」、「人体の構造と機能Ⅰ」、「人体の構造と機能Ⅱ」、「人体の
構造と機能Ⅲ」「人体の構造と機能Ⅳ」、「こころとからだの探求」および「薬物と薬物療法」を、引き続き「兼任１」として担当。現
在、専任教員を公募中である。
・教員の定年退職の理由により専任教員が担当していた「疾患と治療Ⅰ」、「疾患と治療Ⅱ」、「疾患と治療Ⅲ」を、「兼任１」に変
更。令和８年度に専任教員として就任予定である。
・教育内容充実の理由により「公衆衛生学」の兼任教員の配置を「兼任１」から「兼任２」に変更。
・情報教育の拡充を図るために「医療統計学演習」の専任教員の配置を「准教授１」に変更。
・教育内容充実の理由により「看護学原論」の専任教員の配置を「教授１」から「教授２」、「准教授２」、「助教１」に変更。
・教育内容充実の理由により「健康教育と看護倫理」の専任教員の配置を「教授４」、「准教授３」、「助教１」から「教授６」、「准
教授３」、「助教１」に変更。
・教育の定年退職の理由により「看護と人間関係」の専任教員の配置を「教授１」、「准教授３」、「助教１」から「准教授３」、「助
教２」に変更。
・教育内容充実の理由により「看護の基礎技術」の専任教員の配置を「准教授２」、「助教１」から「准教授２」、「助教２」に変更。
・教育内容充実の理由により「基礎看護技術Ⅰ」の専任教員の配置を「准教授２」、「助教１」から「准教授２」、「助教２」に変更。
・教育内容充実の理由により「基礎看護技術Ⅱ」の専任教員の配置を「准教授２」、「助教１」から「准教授２」、「助教２」に変更。
・教育内容充実の理由により「フィジカルアセスメント」の専任教員の配置を「准教授３」、「助教１」から「准教授３」、「助教２」
に変更。
・教員の定年退職の理由により「地域・在宅看護学概論」の専任教員の配置を「教授２」から「教授１」に変更。
・教員の異動の理由により「地域・在宅看護活動／援助論」の専任教員の配置を「教授１」、「講師１」、「助教１」から「教授１」、
「講師１」に変更。
・教員の異動の理由により「地域・在宅看護学演習」の専任教員の配置を「教授１」、「講師１」、「助教１」から「教授１」、「講師
１」に変更。
・教員の定年退職および異動の理由により「地域を学ぶ」の専任教員の配置を「教授２」、「准教授２」、「講師１」、「助教２」から
「教授１」、「准教授２」、「講師１」、「助教１」に変更。
・教員の定年退職および異動の理由により「地域・在宅看護学実習」の専任教員の配置を「教授２」、「講師１」、「助教１」から「教
授１」、「講師１」に変更。
・教育内容充実の理由により「成人看護学概論Ⅰ（急性期）」の専任教員の配置を「教授１」から「教授１」、「准教授１」に変更。
・教育内容充実の理由により「成人看護学概論Ⅱ（慢性期）」の専任教員の配置を「教授１」から「教授２」、「講師１」に変更。
・教員の定年退職の理由により「小児看護学概論」の専任教員の配置を「教授１」、「准教授１」から「准教授１」および定年退職した
教員を「兼任１」に変更。
・教員の定年退職の理由により「小児看護活動／援助論」の専任配置を「教授１」から「准教授１」、「助教１」に変更。
・教員の定年退職の理由により「小児看護学演習」の専任配置を「教授１」、「准教授２」、「助教１」から「准教授１」、「助教３」
および定年退職した教員を「兼任１」に変更。
・教員の定年退職の理由により「小児看護学実習」の専任配置を「教授１」、「准教授１」から「准教授１」、「助教１」および定年退
職した教員を「兼任１」に変更。
・教員の補充の理由により「母性看護学概論」の専任教員の配置を「教授２」から「教授３」に変更。
・教員の定年退職の理由により「医療英語」の専任教員の配置を「教授１」から定年退職した教員を「兼任１」に変更。
・教員の定年退職および補充の理由により「国際看護学」の専任教員配置を「教授１」、「助教１」から「教授２」、「助教１」に変
更。
・教員の退職の理由により「国際看護実習Ⅰ」の専任教員の配置を「教授２」、「助教２」から「教授２」、「助教１」に変更。
・教員の退職および補充の理由により「国際看護実習Ⅱ」の専任教員の配置を「教授２」、「助教２」から「教授４」、「助教１」に変
更。
・教員の定年退職の理由により「看護研究の基礎」の専任教員の配置を「教授２」から「教授１」に変更。
・教育内容充実の理由により「看護とリハビリテーション」の専任教員の配置を「教授１」から「教授１」、「講師１」に変更。
・教員の定年退職および補充の理由により「看護学総合講義」の専任教員の配置を「教授１３」、「准教授６」、「講師３」、「助教
６」から「教授１０」、「助教７」、「講師４」、「助教６」に変更。
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

(注)・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　

計（Ａ）

78

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 自由選択

90

必修

　　　　の授業科目数及び設置時の計画からの増減を記入するとともに、「備考」に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目数と設置時の計画からの増減を記入してください。

92 指定規則の改正により旧カリキュラムの授業科目数90科目より
2科目増加

[　　2　　] [　　0　　] [　　　　] [　　2　　]

1476 14

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「変更状況」には変更後のカリキュラム（新カリキュラム）
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入してください。
　　　　なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。
　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

(注)・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入してください。
　　　　なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、
　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

該当なし

廃止の理由、代替措置の有無

　　　・　該当がない場合は「未開講の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

　　　・　該当がない場合は「廃止の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由、代替措置の有無

該当なし

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」
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（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

90

(注)・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0
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備考

柏キャンパス

柏キャンパス

柏キャンパス

310,592.17㎡
316,871.27㎡
318,076.31㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

609.71㎡

25,426.87㎡
25,347.77㎡

㎡ ㎡

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

（0〔0〕）
（7〔7〕）
（6〔6〕）

577.13㎡ 該 当 な し

体育館以外のスポーツ施設の概要

開設前年度 完成年度

(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

（6,115〔159〕）
（5,526〔159〕）
（5,030〔148〕）
（4,223〔137〕）
（4,174〔137〕）
（3,903〔137〕）

　　　　　を併せて提出してください。

(７) 体　　育　　館

実験実習室

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、
　　　　その理由及び報告年度「（６）」を「備考」に赤字で記入してください。
　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　　（複数のキャンパスに分かれている場合、　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び
　　　　「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

完成年度

125

（0〔0〕）
（7〔7〕）
（6〔6〕）

(156)
(149)
(147)
(143)
(137)
(112)

(7,853)
(7,810)
(7,800)
(5,629)

収 納 可 能 冊 数

156
149
147
143
137
112

7,853
7,810
7,800
5,629

26
20

(7,853)
(7,810)
(7,800)
(5,629)

(26)
(20)

(156)
(149)
(147)
(143)
(137)
(112)

（24〔0〕）
（31〔7〕）
（30〔6〕）

15室

25,426.87㎡
25,347.77㎡

㎡

6,115〔159〕
5,526〔159〕
5,030〔148〕
4,223〔137〕
4,174〔137〕
3,903〔137〕

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

0〔0〕
7〔7〕
6〔6〕

0〔0〕
7〔7〕
6〔6〕

（24〔0〕）
（31〔7〕）
（30〔6〕）

㎡

点点

151,587.44㎡
151,508.34㎡

924.31㎡
0㎡

そ　の　他

合　　　計

(26)
(20)

924.31㎡
0㎡

電子ジャーナル

　

図
書
・
設
備

316,871.27㎡
318,076.31㎡

9室

1,500千円 0千円

150千円
100千円

設備購入費

図書購入費

1,500千円

150千円
100千円

講　義　室

6室

14,350

24〔0〕
31〔7〕
30〔6〕

種

6,115〔159〕
5,526〔159〕
5,030〔148〕
4,223〔137〕
4,174〔137〕
3,903〔137〕

機械・器具 標　　本

156
149
147
143
137
112

7,853
7,810
7,800
5,629

26
20

点

5,354.79㎡
0㎡

面　　　　　積

8,420千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 手数料収入、私立大学等経常費補助金　等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 5,000千円 5,000千円 0千円

第６年次

131,623千円
2,500千円

0千円

0千円
126千円
0千円

5,400千円
0千円

開設年度

(５)

計

国際看護学部

小　　　計

区　　　　　分

151,587.44㎡
151,508.34㎡

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,500千円 1,500千円

第４年次 第５年次

（6,115〔159〕）
（5,526〔159〕）
（5,030〔148〕）
（4,223〔137〕）
（4,174〔137〕）
（3,903〔137〕）

468,458.71㎡
469,584.65㎡

語学学習施設

（補助職員　－人）

0室

情報処理学習施設

1室

（補助職員　－人）

30

視聴覚資料

0千円

３　施設・設備の整備状況，経費

柏キャンパス

0㎡ 53,500.33㎡

（　　47,556.87㎡）

462,179.61㎡
468,458.71㎡
469,584.65㎡

5,354.79㎡
0㎡

計

53,500.33㎡ 0㎡

（　　5,203.52㎡） （　　　739.94㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

令和3年4月
研究費増額のため(3)
令和6年4月
図書資料、雑誌、視聴
覚資料：外国書(電子
ジャーナル)、視聴覚
資料及び教育研究機器
備品を追加し教育の充
実を図るため(6)

大学全体
借用面積：8,535.71㎡
          9,460.02㎡
         10,585.96㎡
借用期間：30年
令和3年4月
借用地の一部返却のた
め(3）
令和6年4月
借用土地に医療創生大
学歯科衛生専門学校校
舎建設により借用土地
面積減(6)

大学全体
借用面積：1,278.85㎡
借用期間：29年
葵会柏看護専門学校
(必要面積860.0㎡)と
共用(令和3年度収容定
員：160名)(令和4年度
収容定員：80名)
令和5年4月　葵会柏看
護専門学校廃止により
共用がなくなる(5）

柏キャンパス
令和3年4月,令和4年4
月
図書：専門学校購入図
書が増えたため(3)(4)
視聴覚資料：専門学校
購入資料が増えたこと
及び大学購入資料の
セットを分割表示とし
たため(3)(4)
令和5年4月
図書：寄贈図書資料増
加のため(5)
雑誌・視聴覚資料：外
国書(電子ジャーナル)
及び視聴覚資料の充実
のため(5)
機械・器具：葵会柏看
護専門学校廃止により
専門学校備品の追加及
び教育の充実のため追
加（5）
令和6年4月
図書資料、雑誌、視聴
覚資料：外国書(電子
ジャーナル)、視聴覚
資料及び教育研究機器
備品を追加し教育の充
実を図るため(6)
令和7年4月
図書資料、機械・器
具、標本：岡山建部医
療福祉専門学校廃止に
より専門学校図書、備
品等の追加及び教育の
充実のための追加(7)
学術雑誌：データベー
ス契約の変更による
(7)

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

㎡ ㎡ 126,160.57㎡126,160.57㎡

（　　53,500.33㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には報告年度の５月１日現在の数値を記入してください。

(注)・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

国際看護学部　看護学科 室

冊

24〔0〕
31〔7〕
30〔6〕
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

3
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

0

年 人 年次 人 年度 年度

人

薬学部 6 40 - 400 - - 平成19

　薬学科 6 40 - 400 学士
（薬学）

- 平成19 令和4年度から入学定員変更（90→60）

令和7年度から入学定員変更（60→40）

令和8年度入学生より募集停止

看護学部 4 55 - 295 - - 平成29

　看護学科 4 55 - 295 学士
（看護学）

- 平成29 令和7年度から入学定員変更（80→55）

健康医療科学部 4 75 - 375 - - 平成31

　作業療法学科 4 20 - 140 学士
（作業療法学）

- 平成31 令和7年度から入学定員変更（40→20）

　理学療法学科 4 55 - 235 学士
（理学療法学）

- 平成31 令和6年度から入学定員変更（60→55）

心理学部 4 40 - 220 - - 令和2

　臨床心理学科 4 40 - 220 学士
（心理学）

- 令和2 令和7年度から入学定員変更（60→40）

国際看護学部 4 80 - 320 - - 令和3

　看護学科 4 80 - 320 学士
（看護学）

- 令和3

大学全体 - 290 - 1,610 - - -

　　　・「収容定員充足率」には、報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　・「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」
　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。
　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

0.82

0.55

0.72

-

-

４　既設大学等の状況

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間
の学科の
み）

開設
年度

　医療創生大学

-

福島県いわき市中央台飯野5-5-1

備　　考

-

福島県いわき市中央台飯野5-5-1

所在地

-

福島県いわき市中央台飯野5-5-1

-

福島県いわき市中央台飯野5-5-1

0.71

-

-

0.71

　　　　詳しくは、本シート右に記載のコメント機能で操作方法を案内していますのでご参照ください。

        なお、本調査の対象となっている大学等の設置者が設置している他の大学等の状況については、記入する必要はありません。

　　　「収容定員充足率」が0.7倍以下又は1.15倍以上の学科数を記入する項目を「－」とした上で、「非表示」設定としてください。
　　　・学部の学科等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。
　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている場合を含めます。
　　　　　履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。
      ・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和８年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

　　　・「収容定員充足率（控除後含む）」は、小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。
　　　　また、0.7倍以下又は1.15倍以上の学科については、必ず太字にしてください。当該設定は、学科のみとし、学部及び専攻を太字にする必要はありません。

　　　・記載項目以外、保護をかけています。不要な行は、「非表示」設定としてください。また、記載する必要がない学校種の記載欄については、

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を記入してください。

　　　　開設後、完成年度を迎えていない学科等については、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記載してください。

　　　・「所在地」及び「備考」欄については、セルの結合ではなく、書式設定より設定の上、文字サイズ変更を行ってください。

(注)・本調査の対象となっている大学、短期大学及び高等専門学校（以下「大学等」という。）について、既に設置している学部等
　　　　（短期大学、高等専門学校にあっては学科等）の報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。（大学院、専攻科及び別科を除く）。

0.61

倍

収容定員
充足率

収容定員
充足率

（控除後）

-

倍

0.57

0.57

0.61 -

-

-

-

-

0.88

0.88

-

-

福島県いわき市中央台飯野5-5-1

千葉県柏市小青田1-3-4

-

-

0.70
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【認可時又は届出時】 【令和４年度】 【令和５年度】 【令和６年度】 【令和７年度】

専 教授

岩田　裕子
（58）

＜令和７年４月＞
Ph.D.in Nursing（米国）

母性看護学概論
国際看護学
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
母性看護活動/援助論
母性看護学演習
母性看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
母性看護活動／援助論
母性看護学演習
母性看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
母性看護活動／援助論
母性看護学演習
母性看護学実習
看護マネージメント
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
母性看護活動/援助論
母性看護学演習
母性看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
教授

橋野　恭子
（70）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

専
教授

橋野　恭子
（71）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

専 教授

橋野　恭子
（68）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

専 教授

橋野　恭子
（69）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

教授

橋野　恭子
（72）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
母性看護活動／援助論
母性看護学演習
母性看護学実習
看護マネージメント
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
在宅看護学概論
在宅看護学実習
医療英語
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

スーディ　神﨑　和代
（71）

＜令和３年４月＞
博士（ヒューマン・ケア科学）

専 教授

スーディ　神﨑　和代
（72）

＜令和３年４月＞
博士（ヒューマン・ケア科学）

フレッシャーズセミナー
公衆衛生学
地域・在宅看護学概論
医療英語
国際看護学
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
公衆衛生学
在宅看護学概論
在宅看護学実習
医療英語
国際看護学
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
公衆衛生学
地域における健康増進
地域・在宅看護学概論
地域・在宅看護学実習
医療英語
国際看護学
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
公衆衛生学
地域における健康増進
在宅看護学概論
在宅看護学実習
医療英語
国際看護学
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
公衆衛生学
健康教育と看護倫理
地域における健康増進
地域・在宅看護学概論
地域を学ぶ
地域・在宅看護学実習
医療英語
国際看護学
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
公衆衛生学
健康教育と看護倫理
地域における健康増進
在宅看護学概論
在宅看護学実習
医療英語
国際看護学
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

教授

川口　孝泰
（69）

＜令和３年４月＞
博士（工学）

フレッシャーズセミナー
コンピュータリテラシー
統計のしくみ
情報演習
医療統計学演習
看護学原論
健康教育と看護倫理
看護研究の基礎
遠隔看護と看護情報
看護学総合講義

フレッシャーズセミナー
コンピュータリテラシー
統計のしくみ
情報演習
公衆衛生学
医療統計学演習
地域における健康増進
看護学原論
健康教育と看護倫理
看護研究の基礎
遠隔看護と看護情報
看護学総合講義

フレッシャーズセミナー
コンピュータリテラシー
統計のしくみ
情報演習
公衆衛生学
医療統計学演習
地域における健康増進
看護学原論
健康教育と看護倫理
地域を学ぶ
看護研究の基礎
遠隔看護と看護情報
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT

フレッシャーズセミナー
コンピュータリテラシー
統計のしくみ
情報演習
公衆衛生学
医療統計学演習
地域における健康増進
看護学原論
健康教育と看護倫理
地域を学ぶ
看護研究の基礎
遠隔看護と看護情報
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

川口　孝泰
（67）

＜令和３年４月＞
博士（工学）

専 教授

川口　孝泰
（68）

＜令和３年４月＞
博士（工学）

フレッシャーズセミナー
コンピュータリテラシー
統計のしくみ
情報演習
公衆衛生学
医療統計学演習
地域における健康増進
看護学原論
健康教育と看護倫理
地域を学ぶ
看護研究の基礎
遠隔看護と看護情報
看護学総合講義

フレッシャーズセミナー
コンピュータリテラシー
統計のしくみ
情報演習
公衆衛生学
医療統計学演習
地域における健康増進
看護学原論
健康教育と看護倫理
看護研究の基礎
遠隔看護と看護情報
看護学総合講義

スーディ　神﨑　和代
（69）

＜令和３年４月＞
博士（ヒューマン・ケア科学）

専 教授

スーディ　神﨑　和代
（70）

＜令和３年４月＞
博士（ヒューマン・ケア科

学）

フレッシャーズセミナー
生命の科学
疾病と治療Ⅰ
疾病と治療Ⅱ
疾病と治療Ⅲ
看護学総合講義

フレッシャーズセミナー
生命の科学
人体の構造と機能Ⅳ
疾病と治療Ⅰ
疾病と治療Ⅱ
疾病と治療Ⅲ
看護学総合講義

フレッシャーズセミナー
生命の科学
人体の構造と機能Ⅳ
疾病と治療Ⅰ
疾病と治療Ⅱ
疾病と治療Ⅲ
看護学総合講義

フレッシャーズセミナー
生命の科学
人体の構造と機能Ⅳ
疾病と治療Ⅰ
疾病と治療Ⅱ
疾病と治療Ⅲ
小児看護学概論
看護学総合講義

専 教授

山崎　洋次
（75）

＜令和３年４月＞
医学博士

専 教授

山崎　洋次
（76）

＜令和３年４月＞
医学博士

教授

山崎　洋次
（74）

＜令和３年４月＞
医学博士

職名

教授

川口　孝泰
（65）

＜令和３年４月＞
博士（工学）

専 教授

川口　孝泰
（66）

＜令和３年４月＞
博士（工学）

兼任　

職名

専 教授

山崎　洋次
（73）

＜令和３年４月＞
医学博士

専

専

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

専

５　教員組織の状況

＜国際看護学部　看護学科＞

（１）ー① 担当教員表

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名
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職名

兼任　

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

小児看護学概論
小児看護学演習
小児看護学実習
医療英語

兼任 講師

レンデンマン　美智子
（73）

＜令和７年４月＞
Doctor of Philosophy

in Nursing Science（米国）

専 教授

天谷　真奈美
（63）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

フレッシャーズセミナー
健康教育と看護倫理
精神看護学概論
精神看護活動／援助論
精神看護学演習
精神看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

中村　摩紀
（58）

＜令和４年４月＞
看護学修士

フレッシャーズセミナー
健康教育と看護倫理
老年看護学概論
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
看護マネージメント
看護とリハビリテーション
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

中村　摩紀
（57）

＜令和４年４月＞
看護学修士

フレッシャーズセミナー
健康教育と看護倫理
老年看護学概論
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
看護マネージメント
看護とリハビリテーション
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

天谷　真奈美
（62）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

フレッシャーズセミナー
精神看護学概論
精神看護活動／援助論
精神看護学演習
精神看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

中村　摩紀
（56）

＜令和４年４月＞
看護学修士

フレッシャーズセミナー
老年看護学概論
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
看護マネージメント
看護とリハビリテーション
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

天谷　真奈美
（61）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

フレッシャーズセミナー
精神看護学概論
精神看護活動／援助論
精神看護学演習
精神看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

古谷　佳由理
（59）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

フレッシャーズセミナー
看護と人間関係
フィジカルアセスメント
小児看護学概論
小児看護活動／援助論
小児看護学演習
小児看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

中村　摩紀
（55）

＜令和４年４月＞
看護学修士

フレッシャーズセミナー
老年看護学概論
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
看護マネージメント
看護とリハビリテーション
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

人体の構造と機能Ⅱ
薬物と薬物療法
疾病と治療Ⅰ
疾病と治療Ⅲ
医療統計学演習
看護学総合講義

専 教授

天谷　真奈美
（60）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

フレッシャーズセミナー
精神看護学概論
精神看護活動/援助論
精神看護学演習
精神看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

古谷　佳由理
（58）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

フレッシャーズセミナー
看護と人間関係
小児看護学概論
小児看護活動／援助論
小児看護学演習
小児看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

佐藤　元
（61）

＜令和３年４月＞
医学博士

専 教授

中村　摩紀
（54）

＜令和５年４月＞
看護学修士

フレッシャーズセミナー
老年看護学概論
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
看護マネージメント
看護とリハビリテーション
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

天谷　真奈美
（59）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

フレッシャーズセミナー
精神看護学概論
精神看護活動/援助論
精神看護学演習
精神看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

古谷　佳由理
（57）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

フレッシャーズセミナー
小児看護学概論
小児看護学演習
小児看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
人体の構造と機能Ⅰ
人体の構造と機能Ⅱ
看護学総合講義

フレッシャーズセミナー
人体の構造と機能Ⅲ
人体の構造と機能Ⅳ
こころとからだの探求
薬物と薬物療法

生命の科学
人体の構造と機能Ⅰ
人体の構造と機能Ⅱ
人体の構造と機能Ⅲ
人体の構造と機能Ⅳ
こころとからだの探求
薬物と薬物療法

兼担 教授

楊箸　隆哉
（65）

＜令和３年４月＞
医学博士

兼担 教授

楊箸　隆哉
（66）

＜令和３年４月＞
医学博士

兼任 講師

楊箸　隆哉
（69）

＜令和７年４月＞
医学博士

専 教授

佐藤　元
（62）

＜令和３年４月＞
医学博士

人体の構造と機能Ⅱ
薬物と薬物療法
疾病と治療Ⅰ
疾病と治療Ⅲ
医療統計学演習
看護学総合講義

専 教授

福島　統
（65）

＜令和３年４月＞
医学博士

教授

楊箸　隆哉
（67）

＜令和５年４月＞
医学博士

専 教授

吉岡　洋治
（66）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

フレッシャーズセミナー
公衆衛生学
地域における健康増進
在宅看護学実習
看護学総合講義

フレッシャーズセミナー
人体の構造と機能Ⅰ
人体の構造と機能Ⅱ
人体の構造と機能Ⅲ
人体の構造と機能Ⅳ
こころとからだの探求
薬物と薬物療法

フレッシャーズセミナー
人体の構造と機能Ⅲ
人体の構造と機能Ⅳ
こころとからだの探求
薬物と薬物療法
看護研究の基礎
看護学総合講義

フレッシャーズセミナー
人体の構造と機能Ⅰ
人体の構造と機能Ⅱ
人体の構造と機能Ⅲ
人体の構造と機能Ⅳ
こころとからだの探求
薬物と薬物療法
看護研究の基礎
看護学総合講義

フレッシャーズセミナー
人体の構造と機能Ⅰ
人体の構造と機能Ⅱ
人体の構造と機能Ⅲ
人体の構造と機能Ⅳ
こころとからだの探求
薬物と薬物療法
看護研究の基礎
看護学総合講義

フレッシャーズセミナー
人体の構造と機能Ⅰ
人体の構造と機能Ⅱ
人体の構造と機能Ⅲ
人体の構造と機能Ⅳ
こころとからだの探求
薬物と薬物療法
看護研究の基礎
看護学総合講義

専 教授

楊箸　隆哉
（67）

＜令和５年４月＞
医学博士

専 教授

楊箸　隆哉
（68）

＜令和５年４月＞
医学博士

専 教授

楊箸　隆哉
（67）

＜令和５年４月＞
医学博士

専

フレッシャーズセミナー
小児看護学概論
小児看護活動/援助論
小児看護学実習
医療英語
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
看護と人間関係
小児看護学概論
小児看護活動／援助論
小児看護学実習
医療英語
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
看護と人間関係
小児看護学概論
小児看護活動／援助論
小児看護学実習
医療英語
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
看護と人間関係
小児看護学概論
小児看護活動／援助論
小児看護学演習
小児看護学実習
医療英語
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

レンデンマン　美智子
（71）

＜令和３年４月＞
Doctor of Philosophy

in Nursing Science（米国）

専 教授

レンデンマン　美智子
（72）

＜令和３年４月＞
Doctor of Philosophy

in Nursing Science（米国）

専 教授

レンデンマン　美智子
（69）

＜令和３年４月＞
Doctor of Philosophy

in Nursing Science（米国）

専 教授

レンデンマン　美智子
（70）

＜令和３年４月＞
Doctor of Philosophy

in Nursing Science（米国）
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職名

兼任　

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専 教授

日向野　香織
（44）

＜令和３年４月＞
修士（看護科学）

専 教授

葛西　好美
（53）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

専 教授

前田　隆子
（57）

＜令和３年４月＞
博士（ヒューマン・ケア科学）

専 教授

瀬戸　愛子
（55）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

フレッシャーズセミナー
健康教育と看護倫理
フィジカルアセスメント
母性看護学概論
母性看護活動/援助論
母性看護学演習
母性看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

日向野　香織
（43）

＜令和３年４月＞
修士（看護科学）

フレッシャーズセミナー
成人看護学概論Ⅱ(慢性期)
成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
成人看護学実習（外来／地
域・多職種）
看護の統合と実践
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
成人看護学概論Ⅱ(慢性期)
成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
看護の統合と実践
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

葛西　好美
（52）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

フレッシャーズセミナー
公衆衛生学
地域における健康増進
地域看護と地域包括ケアシス
テム
地域・在宅看護学概論
地域・在宅看護活動／援助論
地域・在宅看護学演習
地域を学ぶ
地域・在宅看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
公衆衛生学
地域における健康増進
地域看護と地域包括ケアシス
テム
在宅看護学演習
在宅看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

前田　隆子
（56）

＜令和３年４月＞
博士（ヒューマン・ケア科学）

フレッシャーズセミナー
成人看護学概論Ⅰ(急性期）
成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
成人看護学実習（外来／地
域・多職種）
チーム医療と医療安全
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
成人看護学概論Ⅰ(急性期)
成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
チーム医療と医療安全
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

瀬戸　愛子
（54）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

フレッシャーズセミナー
健康教育と看護倫理
フィジカルアセスメント
母性看護学概論
母性看護活動/援助論
母性看護学演習
母性看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
公衆衛生学
地域における健康増進
地域看護と地域包括ケアシステ
ム
在宅看護学演習
在宅看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

前田　隆子
（55）

＜令和３年４月＞
博士（ヒューマン・ケア科学）

フレッシャーズセミナー
成人看護学概論Ⅰ(急性期)
成人急性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
成人看護学実習（外来／地域・
多職種）
チーム医療と医療安全
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
成人看護学概論Ⅰ(急性期)
成人急性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
チーム医療と医療安全
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

日向野　香織
（42）

＜令和３年４月＞
修士（看護科学）

フレッシャーズセミナー
成人看護学概論Ⅱ(慢性期)
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
成人看護学実習（外来／地域・
多職種）
看護の統合と実践
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
成人看護学概論Ⅱ(慢性期)
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
看護の統合と実践
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

瀬戸　愛子
（53）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

フレッシャーズセミナー
フィジカルアセスメント
母性看護学概論
母性看護学演習
母性看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

日向野　香織
（41）

＜令和３年４月＞
修士（看護科学）

フレッシャーズセミナー
成人看護学概論Ⅱ(慢性期)
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅱ【慢性
期】
成人看護学実習（外来／地
域・多職種）
看護の統合と実践
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
成人看護学概論Ⅱ(慢性期)
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅱ【慢性
期】
看護の統合と実践
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

瀬戸　愛子
（52）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

フレッシャーズセミナー
母性看護学概論
母性看護学演習
母性看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

葛西　好美
（50）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

フレッシャーズセミナー
公衆衛生学
地域看護と地域包括ケアシス
テム
地域・在宅看護活動／援助
論
地域・在宅看護学演習
地域・在宅看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
公衆衛生学
地域看護と地域包括ケアシス
テム
在宅看護学演習
在宅看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

前田　隆子
（54）

＜令和３年４月＞
博士（ヒューマン・ケア科

学）

フレッシャーズセミナー
成人看護学概論Ⅰ(急性期)
成人急性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性
期】
成人看護学実習（外来／地
域・多職種）
チーム医療と医療安全
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
成人看護学概論Ⅰ(急性期)
成人急性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性
期】
チーム医療と医療安全
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

日向野　香織
（40）

＜令和３年４月＞
修士（看護科学）

フレッシャーズセミナー
成人看護学概論Ⅱ（慢性期）
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
看護の統合と実践
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

兼担 講師

瀬戸　愛子
（51）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

フレッシャーズセミナー

専 教授

葛西　好美
（49）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

フレッシャーズセミナー
地域看護と地域包括ケアシステム
在宅看護学演習
在宅看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

兼任 教授

中村　摩紀
（54）

＜令和３年４月＞
看護学修士

フレッシャーズセミナー
老年看護学概論

専 教授

前田　隆子
（53）

＜令和３年４月＞
博士（ヒューマン・ケア科学）

フレッシャーズセミナー
成人看護学概論Ⅰ（急性期）
成人急性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
チーム医療と医療安全
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

瀬戸　愛子
（52）

＜令和４年４月＞
修士（看護学）

フレッシャーズセミナー
母性看護学概論
母性看護学演習
母性看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
成人看護学概論Ⅰ(急性期）
成人看護学概論Ⅱ(慢性期）
成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
成人看護学実習（外来／地
域・多職種）
チーム医療と医療安全
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
公衆衛生学
地域における健康増進
健康教育と看護倫理
地域看護と地域包括ケアシ
ステム
地域・在宅看護学概論
地域・在宅看護活動／援助論
地域・在宅看護学演習
地域を学ぶ
地域・在宅看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
健康教育と看護倫理
成人看護学概論Ⅱ(慢性期)
成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
成人看護学実習（外来／地
域・多職種）
看護の統合と実践
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

葛西　好美
（51）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

フレッシャーズセミナー
公衆衛生学
地域における健康増進
地域看護と地域包括ケアシステ
ム
地域・在宅看護学概論
地域・在宅看護活動／援助論
地域・在宅看護学演習
地域・在宅看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習
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担当授業科目名

フレッシャーズセミナー
健康教育と看護倫理
地域を学ぶ
精神看護学概論
精神看護活動／援助論
精神看護学演習
精神看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

橋本　友美
（49）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

専 教授

杉本　敬子
（59）

＜令和６年４月＞
Ph.D.in Nursing（米国）

フレッシャーズセミナー
看護学原論
母性看護学概論
母性看護活動／援助論
母性看護学演習
母性看護学実習
国際看護学
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

飯倉　充美
（40）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

看護学原論
健康教育と看護倫理
看護と人間関係
看護の基礎技術
基礎看護技術Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ
フィジカルアセスメント
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
小児看護学演習
看護マネージメント
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

飯倉　充美
（39）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

健康教育と看護倫理
看護と人間関係
看護の基礎技術
基礎看護技術Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ
フィジカルアセスメント
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
小児看護学演習
看護マネージメント
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

橋本　友美
（48）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

フレッシャーズセミナー
健康教育と看護倫理
地域を学ぶ
精神看護学概論
精神看護活動／援助論
精神看護学演習
精神看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
健康教育と看護倫理
精神看護学概論
精神看護活動／援助論
精神看護学演習
精神看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

杉本　敬子
（58）

＜令和６年４月＞
Ph.D.in Nursing（米国）

フレッシャーズセミナー
母性看護学概論
母性看護活動／援助論
母性看護学演習
母性看護学実習
看護学総合講義
看護学統合実習

専
准教
授

飯倉　充美
（38）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

看護と人間関係
看護の基礎技術
基礎看護技術Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ
フィジカルアセスメント
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
看護マネージメント
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

高橋　道明
（43）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

コンピュータリテラシー
地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
成人看護学実習（外来／地域・
多職種）
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

コンピュータリテラシー
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

橋本　友美
（47）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

地域を学ぶ
精神看護学概論
精神看護活動／援助論
精神看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

精神看護学概論
精神看護活動／援助論
精神看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

留学中

専
准教
授

飯倉　充美
（37）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

看護と人間関係
看護の基礎技術
基礎看護技術Ⅰ
フィジカルアセスメント
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
看護マネージメント
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

高田　大輔
（37）

＜令和３年４月＞
博士（ヒューマン・ケア科

学）

看護と人間関係
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
地域を学ぶ
老年看護活動／援助論
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

看護と人間関係
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護活動／援助論
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

高橋　道明
（42）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

コンピュータリテラシー
地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
成人看護学実習（外来／地
域・多職種）
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

コンピュータリテラシー
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

橋本　友美
（46）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

地域を学ぶ
精神看護学概論
精神看護活動／援助論
精神看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

精神看護学概論
精神看護活動／援助論
精神看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

留学中

専
准教
授

飯倉　充美
（36）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

看護と人間関係
看護の基礎技術
フィジカルアセスメント
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
看護マネージメント
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

高田　大輔
（36）

＜令和３年４月＞
博士（ヒューマン・ケア科学）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護活動/援助論
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

橋本　友美
（45）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

精神看護学概論
精神看護活動/援助論
精神看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

高橋　道明
（41）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

小澤　典子
（36）

＜令和３年４月＞
博士（看護科学）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
小児看護活動/援助論
小児看護学演習
小児看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

杉本　敬子
（55）

＜令和３年４月＞
修士（保健学）

国際看護学
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習
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氏　　名
（年　齢）
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兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専 講師

岩原　由香
（60）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

専
准教
授

木村　奈緒
（37）

＜令和３年４月＞
修士（保健学）

地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護活動／援助論
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

齋藤　佑見子
（45）

＜令和４年９月＞
博士（看護科学）

健康教育と看護倫理
看護と人間関係
フィジカルアセスメント
地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
小児看護学概論
小児看護活動/援助論
小児看護学演習
小児看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

伊藤　靖代
（47）

＜令和５年９月＞
博士（保健学）

フレッシャーズセミナー
看護学原論
健康教育と看護倫理
看護と人間関係
看護の基礎技術
フィジカルアセスメント
基礎看護技術Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

浅野　優太
（40）

＜令和７年４月＞
博士（理学）

専
准教
授

伊藤　嘉章
（38）

＜令和３年４月＞
博士（生命理工）

専 講師

岩原　由香
（59）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

地域における健康増進
地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
地域・在宅看護活動／援助論
地域・在宅看護学演習
地域・在宅看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

地域における健康増進
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
在宅看護活動/援助論
在宅看護学演習
在宅看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

木村　奈緒
（36）

＜令和３年４月＞
修士（保健学）

地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護活動／援助論
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

齋藤　佑見子
（44）

＜令和４年９月＞
博士（看護科学）

健康教育と看護倫理
看護と人間関係
フィジカルアセスメント
地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
小児看護学概論
小児看護活動/援助論
小児看護学演習
小児看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

伊藤　靖代
（46）

＜令和５年９月＞
博士（保健学）

フレッシャーズセミナー
看護と人間関係
看護の基礎技術
フィジカルアセスメント
基礎看護技術Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

伊藤　嘉章
（37）

＜令和３年４月＞
修士（看護科学）

コンピュータリテラシー
地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
成人看護学実習（外来／地
域・多職種）
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

コンピュータリテラシー
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

伊藤　靖代
（46）

＜令和５年９月＞
博士（保健学）

健康教育と看護倫理
基礎看護技術Ⅰ
フィジカルアセスメント
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ

専 講師

岩原　由香
（58）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
地域・在宅看護活動／援助論
地域・在宅看護学演習
地域・在宅看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
在宅看護活動/援助論
在宅看護学演習
在宅看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

木村　奈緒
（35）

＜令和３年４月＞
修士（保健学）

地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護活動／援助論
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護活動／援助論
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

齋藤　佑見子
（43）

＜令和４年９月＞
修士（看護科学）

地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
小児看護活動/援助論
小児看護学演習
小児看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
小児看護活動/援助論
小児看護学演習
小児看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

伊藤　嘉章
（36）

＜令和３年４月＞
修士（看護科学）

コンピュータリテラシー
地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人急性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
成人看護学実習（外来／地域・
多職種）
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

コンピュータリテラシー
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人急性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

齋藤　佑見子
（42）

＜令和４年９月＞
修士（看護科学）

地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
小児看護活動/援助論
小児看護学演習
小児看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
小児看護活動/援助論
小児看護学演習
小児看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

木村　奈緒
（34）

＜令和３年４月＞
修士（保健学）

地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護活動／援助論
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護活動／援助論
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 講師

岩原　由香
（57）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
地域・在宅看護活動／援助
論
地域・在宅看護学演習
地域・在宅看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
在宅看護活動/援助論
在宅看護学演習
在宅看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

伊藤　嘉章
（35）

＜令和３年４月＞
修士（看護科学）

コンピュータリテラシー
地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人急性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性
期】
成人看護学実習（外来／地
域・多職種）
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

コンピュータリテラシー
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人急性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性
期】
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 講師

岩原　由香
（56）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
在宅看護活動/援助論
在宅看護学演習
在宅看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

木村　奈緒
（32）

＜令和３年４月＞
修士（保健学）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護活動/援助論
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

伊藤　嘉章
（34）

＜令和３年４月＞
修士（看護科学）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人急性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
コンピュータリテラシー
自然科学のあゆみ
統計のしくみ
情報演習
医療統計学演習
看護学総合講義

フレッシャーズセミナー
コンピュータリテラシー
地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人看護学概論Ⅰ（急性期）
成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
成人看護学実習（外来／地
域・多職種）
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

フレッシャーズセミナー
地域における健康増進
地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
地域・在宅看護活動／援助論
地域・在宅看護学演習
地域・在宅看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習
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保有学位等
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兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専 講師

吽野　智哉
（37）

＜令和５年９月＞
修士（看護学）

フレッシャーズセミナー
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護活動／援助論
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
看護とリハビリテーション
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 講師

愛川　由美子
（65）

＜令和６年４月＞
修士（看護学）

精神看護学概論
精神看護学演習
精神看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 講師

軽部　由有子
（52）

＜令和５年４月＞
修士（看護学）

専 助教

佐藤　鳳玲
（52）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

中国語1
中国語2
看護の基礎技術
基礎看護技術Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ
フィジカルアセスメント
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 講師

吽野　智哉
（36）

＜令和５年９月＞
修士（看護学）

フレッシャーズセミナー
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護活動／援助論
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 講師

愛川　由美子
（64）

＜令和６年４月＞
修士（看護学）

精神看護学概論
精神看護学演習
精神看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 講師

軽部　由有子
（51）

＜令和５年４月＞
修士（看護学）

地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
成人看護学実習（外来／地
域・多職種）
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

佐藤　鳳玲
（51）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

中国語1
中国語2
看護の基礎技術
基礎看護技術Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ
フィジカルアセスメント
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 講師

吽野　智哉
（36）

＜令和５年９月＞
修士（看護学）

老年看護活動/援助論
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ

専 講師

軽部　由有子
（50）

＜令和５年４月＞
修士（看護学）

地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

佐藤　鳳玲
（50）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

中国語1
中国語2
看護の基礎技術
基礎看護技術Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ
フィジカルアセスメント
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

嶌　ひかり
（53）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 講師

寒河江　優美子
（55）

＜令和３年４月＞
修士（医科学）

基礎看護技術Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

嶌　ひかり
（52）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

佐藤　鳳玲
（49）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

中国語1
中国語2
基礎看護技術Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 講師

寒河江　優美子
（54）

＜令和３年４月＞
修士（医科学）

基礎看護技術Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 講師

鈴木　由紀子
（49）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人看護学概論Ⅱ（慢性期）
成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
成人看護学実習（外来／地
域・多職種）
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習
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兼任　

担当授業科目名

専 助教

刈谷　奈緒子
（51）

＜令和６年４月＞
修士（看護学）

専 助教

松原　由佳
（39）

＜令和６年４月＞
修士（看護科学）

フレッシャーズセミナー
健康教育と看護倫理
看護と人間関係
看護の基礎技術
フィジカルアセスメント
基礎看護技術Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
小児看護学演習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

飯塚　美佐子
（51）

＜令和５年４月＞
修士（看護学）

フレッシャーズセミナー
地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
看護マネージメント
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

刈谷　奈緒子
（50）

＜令和６年４月＞
修士（看護学）

成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
成人看護学実習（外来／地
域・多職種）
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

松原　由佳
（38）

＜令和６年４月＞
修士（看護科学）

健康教育と看護倫理
看護と人間関係
看護の基礎技術
フィジカルアセスメント
基礎看護技術Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
小児看護学演習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

飯塚　美佐子
（50）

＜令和５年４月＞
修士（看護学）

フレッシャーズセミナー
地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
看護マネージメント
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

半田　朋香
（50）

＜令和５年４月＞
修士（医療保健学）

地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
地域・在宅看護活動／援助論
地域・在宅看護学演習
地域・在宅看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
在宅看護活動/援助論
在宅看護学演習
在宅看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

土谷　ちひろ
（38）

＜令和４年６月＞
博士（地域研究）

地域における健康増進
地域を学ぶ
国際看護学
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
英語診療演習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

地域における健康増進
国際看護学
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
英語診療演習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

飯塚　美佐子
（49）

＜令和５年４月＞
修士（看護学）

地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

半田　朋香
（49）

＜令和５年４月＞
修士（医療保健学）

地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
地域・在宅看護活動／援助論
地域・在宅看護学演習
地域・在宅看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
在宅看護活動/援助論
在宅看護学演習
在宅看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

土谷　ちひろ
（37）

＜令和４年６月＞
博士（地域研究）

国際看護学
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

土谷　ちひろ
（36）

＜令和４年６月＞
博士（地域研究）

国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

柴田　和宏
（49）

＜令和３年４月＞
修士（健康科学）

地域を学ぶ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
精神看護活動/援助論
精神看護学演習
精神看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
精神看護活動/援助論
精神看護学演習
精神看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

柴田　和宏
（48）

＜令和３年４月＞
修士（健康科学）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
精神看護活動/援助論
精神看護学演習
精神看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
成人看護学実習（外来／地
域・多職種）
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習
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兼任　

担当授業科目名

兼任 講師

ティモシー　クック
（67）

＜令和６年４月＞
Ph.D.in

Communication Studies（米国）

英語A1
英語A2
英語B1
英語B2
英語C1
英語C3

専 助教

佐藤　瞳
（48）

＜令和７年４月＞
修士（看護学）

看護学原論
看護と人間関係
看護の基礎技術
基礎看護技術Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ
フィジカルアセスメント
小児看護学演習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

手塚　友美
（42）

＜令和７年６月＞
公衆衛生学修士（専門職）

地域における健康増進
地域を学ぶ
国際看護学
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

兼任 講師

佐々木　充直
（66）

＜令和４年４月＞
修士（地域政策）

健康福祉社会とグローバル化

兼担 教授

梅村　一之
（65）

＜令和３年４月＞
博士（工学）

自然科学のあゆみ

兼任 講師

ティモシー　クック
（66）

＜令和６年４月＞
Ph.D.in

Communication Studies（米国）

英語A1
英語A2
英語B1
英語B2
英語C1
英語C3

兼担 助教

佐々木　充直
（65）

＜令和４年４月＞
修士（地域政策）

健康福祉社会とグローバル化

兼任 講師

久呉　高之
（69）

＜令和３年４月＞
文学修士※

哲学の世界
倫理学の世界

兼担 教授

梅村　一之
（64）

＜令和３年４月＞
博士（工学）

自然科学のあゆみ

兼担 助教

佐々木　充直
（64）

＜令和４年４月＞
修士（地域政策）

健康福祉社会とグローバル
化

兼任 講師

久呉　高之
（68）

＜令和３年４月＞
文学修士※

哲学の世界
倫理学の世界

兼担 教授

梅村　一之
（63）

＜令和３年４月＞
博士（工学）

自然科学のあゆみ

兼担
准教
授

高島　翠
（42）

＜令和３年４月＞
博士（心理学）

心理学概論

兼担 助教

佐々木　充直
（63）

＜令和４年４月＞
修士（地域政策）

健康福祉社会とグローバル化

兼担 教授

久呉　高之
（67）

＜令和３年４月＞
文学修士※

日本語リテラシー
哲学の世界
倫理学の世界

兼担 教授

菅野　昌史
（52）

＜令和３年４月＞
法学修士※

法学入門
社会学入門

兼担 助教

金　世煥
（53）

＜令和４年４月＞
博士（商学）

韓国語1
韓国語2

兼担 教授

梅村　一之
（62）

＜令和３年４月＞
博士（工学）

自然科学のあゆみ

兼担 教授

ティモシー　クック
（62）

＜令和３年４月＞
Ph.D.in

Communication Studies（米国）

英語A1
英語A2
英語C1
英語C2

兼担 教授

五十嵐　幸一
（52）

＜令和３年４月＞
体育学修士

健康の科学
健康・スポーツ1
健康・スポーツ2

兼担 教授

小池　久恵
（62）

＜令和３年４月＞
文学修士※

日本語リテラシー
英語A1
英語A2
英語B1
英語B2
英語C1
英語C2

専 助教

稲葉　沙紀
（29）

＜令和７年１月＞
修士（看護科学）

専 助教

稲葉　沙紀
（30）

＜令和７年１月＞
修士（看護科学）

小児看護学実習

小児看護活動/援助論
小児看護学演習
小児看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習
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兼任　

担当授業科目名

兼任 講師

柴野　荘一
（46）

＜令和４年１０月＞
博士（歯学）

法学入門

兼任 講師

山口　忍
（63）

＜令和７年４月＞
博士（医学）

公衆衛生学

兼任 講師

滝井　寛
（64）

＜令和３年９月＞
修士（心理学）

英語A1
英語A2
英語B1
英語B2
英語C1
英語C3

兼任 講師

矢倉　眞一
（68）

＜令和３年４月＞
博士（英語学）

英語A1
英語A2
英語B1
英語B2
英語C1
英語C3

兼任 講師

野村　光義
（56）

＜令和３年９月＞
修士（学術）※

日本語リテラシー
哲学の世界
倫理学の世界
世界の歴史と文化

兼任 講師

柴野　荘一
（45）

＜令和４年１０月＞
博士（歯学）

法学入門

兼任 講師

滝井　寛
（63）

＜令和３年９月＞
修士（心理学）

英語A1
英語A2
英語B1
英語B2
英語C1
英語C3

兼任 講師

矢倉　眞一
（67）

＜令和３年４月＞
博士（英語学）

英語A1
英語A2
英語B1
英語B2
英語C1
英語C3

兼任 講師

野村　光義
（55）

＜令和３年９月＞
修士（学術）※

日本語リテラシー
哲学の世界
倫理学の世界
世界の歴史と文化

兼任 講師

柴野　荘一
（44）

＜令和４年１０月＞
博士（歯学）

法学入門

兼任 講師

浮谷　秀一
（70）

＜令和３年４月＞
心理学修士※

心理学概論

兼任 講師

矢倉　眞一
（66）

＜令和３年４月＞
博士（英語学）

英語A1
英語A2
英語B1
英語B2
英語C1
英語C3

兼任 講師

高　昌弘
（41）

＜令和４年４月＞
修士（日本語教育学）

韓国語1
韓国語2

兼任 講師

滝井　寛
（62）

＜令和３年９月＞
修士（心理学）

英語A1
英語A2
英語B1
英語B2
英語C1
英語C3

兼任 講師

野村　光義
（54）

＜令和３年９月＞
修士（学術）※

日本語リテラシー
哲学の世界
倫理学の世界
世界の歴史と文化

兼任 講師

栗田　順子
（45）

＜令和４年７月＞
修士（看護学）

公衆衛生学

兼任 講師

柴野　荘一
（43）

＜令和４年１０月＞
博士（歯学）

法学入門

兼任 講師

福島　智子
（50）

＜令和５年２月＞
博士（人間・環境学）

社会学入門

兼任 講師

山口　忍
（60）

＜令和４年６月＞
博士（医学）

公衆衛生学

兼任 講師

小稲　文
（54）

＜令和４年６月＞
修士（看護学）

公衆衛生学

兼任 講師

浮谷　秀一
（69）

＜令和３年４月＞
心理学修士※

心理学概論

兼任 講師

矢倉　眞一
（65）

＜令和３年４月＞
博士（英語学）

英語A1
英語A2
英語B1
英語B2
英語C1
英語C3

兼任 講師

高　昌弘
（40）

＜令和４年４月＞
修士（日本語教育学）

韓国語1
韓国語2

兼任 講師

滝井　寛
（61）

＜令和３年９月＞
修士（心理学）

英語A1
英語A2
英語B1
英語B2
英語C1
英語C3

兼任 講師

武田　雅史
（48）

＜令和３年４月＞
Ed.D.（米国）

日本語リテラシー

兼任 講師

小坂　仁
（45）

＜令和４年４月＞
学士（体育学）

健康の科学
健康・スポーツ1
健康・スポーツ2

兼任 講師

野村　光義
（53）

＜令和３年９月＞
修士（学術）※

世界の歴史と文化

兼任 講師

松本　麻子
（51）

＜令和３年４月＞
博士（文学）

日本語リテラシー

兼任 講師

鈴木　秀生
（45）

＜令和３年４月＞
学士（体育学）

健康の科学
健康・スポーツ1
健康・スポーツ2

兼任 講師

野村　光義
（52）

＜令和３年９月＞
修士（学術）※

世界の歴史と文化
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職名

兼任　

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

兼任 講師

岡田　太郎
（49）

＜令和７年４月＞
経営修士（専門職）

健康福祉社会とグローバル化

兼任 講師

阿部　真美子
（59）

＜令和６年４月＞
修士（心理学）

心理学概論

兼任 講師

安　鍾培
（55）

＜令和６年４月＞
修士（文学）

韓国語1
韓国語2

兼任 講師

小倉　敏彦
（54）

＜令和５年４月＞
博士（学術）

社会学入門

兼任 講師

水谷　重憲
（59）

＜令和５年４月＞
修士（工学）

公衆衛生学

兼任 講師

阿久井　陽輔
（43）

＜令和５年４月＞
学士（教養学）

健康の科学
健康・スポーツ1
健康・スポーツ2

兼任 講師

阿部　真美子
（58）

＜令和６年４月＞
修士（心理学）

心理学概論

兼任 講師

安　鍾培
（54）

＜令和６年４月＞
修士（文学）

韓国語1
韓国語2

兼任 講師

小倉　敏彦
（53）

＜令和５年４月＞
博士（学術）

社会学入門

兼任 講師

水谷　重憲
（58）

＜令和５年４月＞
修士（工学）

公衆衛生学

兼任 講師

添田　啓子
（66）

＜令和６年４月＞
博士（看護学）

小児看護学概論

兼任 講師

阿久井　陽輔
（42）

＜令和５年４月＞
学士（教養学）

健康の科学
健康・スポーツ1
健康・スポーツ2

兼任 講師

水谷　重憲
（57）

＜令和５年４月＞
修士（工学）

公衆衛生学

兼任 講師

野村　直江
（48）

＜令和５年４月＞
博士（言語科学）

日本語リテラシー

兼任 講師

阿久井　陽輔
（41）

＜令和５年４月＞
学士（教養学）

健康の科学
健康・スポーツ1
健康・スポーツ2

兼任 講師

小倉　敏彦
（52）

＜令和５年４月＞
博士（学術）

社会学入門

コンピュータリテラシー コンピュータリテラシー

兼任 講師

真殿　仁美
（49）

＜令和７年４月＞
博士（学術）

中国語1
中国語2

兼任 講師

中野　忍
（72）

＜令和７年４月＞
医学博士

疾病と治療Ⅰ
疾病と治療Ⅱ
疾病と治療Ⅲ

兼任 講師

高橋　道明
（44）

＜令和６年４月＞
修士（看護学）

兼任 講師

高橋　道明
（45）

＜令和６年４月＞
修士（看護学）
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職名

兼任　

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

【令和３年度】

専 教授

楊箸　隆哉
（67）

＜令和５年４月＞
医学博士

フレッシャーズセミナー
人体の構造と機能Ⅰ
人体の構造と機能Ⅱ
人体の構造と機能Ⅲ
人体の構造と機能Ⅳ
こころとからだの探求
薬物と薬物療法
看護研究の基礎
看護学総合講義

兼担 教授

楊箸　隆哉
（65）

＜令和３年４月＞
医学博士

フレッシャーズセミナー
人体の構造と機能Ⅰ
人体の構造と機能Ⅱ
人体の構造と機能Ⅲ
人体の構造と機能Ⅳ
こころとからだの探求
薬物と薬物療法

専 教授

橋野　恭子
（68）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
母性看護活動/援助論
母性看護学演習
母性看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

レンデンマン　美智子
（69）

＜令和３年４月＞
Doctor of Philosophy

in Nursing Science（米国）

フレッシャーズセミナー
小児看護学概論
小児看護活動/援助論
小児看護学実習
医療英語
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

吉岡　洋治
（66）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

フレッシャーズセミナー
公衆衛生学
地域における健康増進
在宅看護学実習
看護学総合講義

専 教授

川口　孝泰
（65）

＜令和３年４月＞
博士（工学）

フレッシャーズセミナー
コンピュータリテラシー
統計のしくみ
情報演習
医療統計学演習
看護学原論
健康教育と看護倫理
看護研究の基礎
遠隔看護と看護情報
看護学総合講義

専 教授

山崎　洋次
（73）

＜令和３年４月＞
医学博士

フレッシャーズセミナー
生命の科学
人体の構造と機能Ⅳ
疾病と治療Ⅰ
疾病と治療Ⅱ
疾病と治療Ⅲ
看護学総合講義

専 教授

スーディ　神﨑　和代
（69）

＜令和３年４月＞
博士（ヒューマン・ケア科学）

フレッシャーズセミナー
在宅看護学概論
在宅看護学実習
医療英語
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名
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職名

兼任　

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専
准教
授

橋本　友美
（45）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

精神看護学概論
精神看護活動/援助論
精神看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

日向野　香織
（40）

＜令和３年４月＞
修士（看護科学）

フレッシャーズセミナー
成人看護学概論Ⅱ（慢性期）
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
看護の統合と実践
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

杉本　敬子
（55）

＜令和３年４月＞
修士（保健学）

国際看護学
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

瀬戸　愛子
（51）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

フレッシャーズセミナー
母性看護学概論
母性看護学演習
母性看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

葛西　好美
（49）

＜令和３年４月＞
博士（医学）

フレッシャーズセミナー
地域看護と地域包括ケアシステ
ム
在宅看護学演習
在宅看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

中村　摩紀
（54）

＜令和５年４月＞
看護学修士

フレッシャーズセミナー
老年看護学概論
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
看護マネージメント
看護とリハビリテーション
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

兼任 教授

中村　摩紀
（54）

＜令和３年４月＞
看護学修士

フレッシャーズセミナー
老年看護学概論

専 教授

前田　隆子
（53）

＜令和３年４月＞
博士（ヒューマン・ケア科学）

フレッシャーズセミナー
成人看護学概論Ⅰ（急性期）
成人急性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
チーム医療と医療安全
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

佐藤　元
（60）

＜令和３年４月＞
医学博士

人体の構造と機能Ⅱ
薬物と薬物療法
疾病と治療Ⅰ
疾病と治療Ⅲ
医療統計学演習
看護学総合講義

専 教授

天谷　真奈美
（59）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

フレッシャーズセミナー
精神看護学概論
精神看護活動/援助論
精神看護学演習
精神看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 教授

古谷　佳由理
（57）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

フレッシャーズセミナー
小児看護学概論
小児看護学演習
小児看護学実習
看護学総合講義
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習
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職名

兼任　

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専 講師

寒河江　優美子
（54）

＜令和３年４月＞
修士（医科学）

基礎看護技術Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 講師

鈴木　由紀子
（49）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人急性期の看護方法
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

木村　奈緒
（33）

＜令和３年４月＞
修士（保健学）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護活動/援助論
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

高田　大輔
（36）

＜令和３年４月＞
博士（ヒューマン・ケア科学）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護活動/援助論
老年看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

伊藤　嘉章
（34）

＜令和３年４月＞
修士（看護科学）

コンピュータリテラシー
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人急性期の看護方法
成人看護学実習Ⅰ【急性期】
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

高橋　道明
（41）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

コンピュータリテラシー
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人慢性期の看護方法
成人看護学実習Ⅱ【慢性期】
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 講師

岩原　由香
（56）

＜令和３年４月＞
博士（看護学）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
在宅看護活動/援助論
在宅看護学演習
在宅看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専
准教
授

飯倉　充美
（36）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

看護と人間関係
看護の基礎技術
フィジカルアセスメント
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
看護マネージメント
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習
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職名

兼任　

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

兼任 講師

坂本　仁奈
（57）

＜令和３年４月＞
医学博士

英語A1
英語A2
英語B1
英語B2
英語C1
英語C3

兼任 講師

鈴木　秀生
（45）

＜令和３年４月＞
学士（体育学）

健康の科学
健康・スポーツ1
健康・スポーツ2

兼任 講師

武田　雅史
（47）

＜令和３年４月＞
Ed.D.（米国）

日本語リテラシー

兼担 助教

佐々木　充直
（63）

＜令和４年４月＞
修士（地域政策）

健康福祉社会とグローバル化

兼任 講師

野村　光義
（52）

＜令和３年９月＞
修士（学術）※

世界の歴史と文化

専 助教

柴田　和宏
（48）

＜令和３年４月＞
修士（健康科学）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
精神看護活動/援助論
精神看護学演習
精神看護学実習
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

兼担 教授

久呉　高之
（67）

＜令和３年４月＞
文学修士※

哲学の世界
倫理学の世界

兼担 教授

菅野　昌史
（52）

＜令和３年４月＞
法学修士※

法学入門
社会学入門

兼担 助教

金　世煥
（53）

＜令和４年４月＞
博士（商学）

韓国語1
韓国語2

兼担 教授

梅村　一之
（62）

＜令和３年４月＞
博士（工学）

自然科学のあゆみ

専 助教

嶌　ひかり
（52）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習

専 助教

佐藤　鳳玲
（49）

＜令和３年４月＞
修士（看護学）

中国語1
中国語2
基礎看護技術Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
英語診療演習
国際看護実習Ⅰ
国際看護実習Ⅱ
応用看護演習OSCE/IBT
看護学統合実習
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職名

兼任　

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

(注)・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教員名簿」を確認してください。
　　　・ 「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の教員全て（兼任、兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。
　　　　その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　年齢は、それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。
　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。
　　　・　不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。

兼任 講師

長澤　里絵
（48）

＜令和３年９月＞
修士（心理学）

英語A1
英語A2
英語B1
英語B2
英語C1
英語C3

兼任 講師

浮谷　秀一
（68）

＜令和３年４月＞
心理学修士※

心理学概論

兼任 講師

滝井　寛
（60）

＜令和３年９月＞
修士（心理学）

英語A1
英語A2
英語B1
英語B2
英語C1
英語C3

　　　　
　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「担当授業科目名」の上段に変更後のカリキュラム（新カリキュラム）の授業科目名を記入するとともに、下段に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目名を記入してください。

37



（１）ー②担当教員表に関する変更内容

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

(注)・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、
　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。原則としてＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。
　　　・　ＡＣ教員審査の結果、「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してくださ

【令和５年度】
・楊箸隆哉兼担教授が令和５年４月より専任教授就任により、兼担の科目は専任の科目に変更。
・吉岡洋治教授の後任として令和５年４月より半田朋香助教に変更。
・鈴木由紀子講師の後任として令和５年４月より軽部由有子講師に変更。
・嶌ひかり助教の辞任により、後任として令和５年４月より飯塚美佐子助教に変更。
・高田大輔准教授の辞任により、後任として令和５年９月より吽野智哉講師に変更。
・寒河江優美子講師の辞任により、後任として令和５年９月より伊藤靖代准教授に変更。
・柴田和宏助教の辞任により、後任未定であるが、専任教員採用予定で公募中。
・久呉高之兼任講師担当科目の哲学の世界・倫理学の世界は野村光義兼任講師に変更。
・武田雅史兼任講師の辞任により、日本語リテラシーは野村直江兼任講師へ変更。
・小坂仁兼任講師の辞任により、健康の科学・健康・スポーツ1・健康・スポーツ2は阿久井陽輔兼任講師へ変更。
・福島智子兼任講師の辞任により、社会学入門は小倉敏彦兼任講師へ変更。
・吉岡洋治教授就任辞退により担当科目の内、公衆衛生学は山口忍兼任講師、小稲文兼任講師、栗田順子兼任講師へ一部変更したが兼任講師辞任により、公衆衛生学は水谷重
憲兼任講師が担当。

【令和６年度】
・柴田和宏助教の後任として令和６年４月より愛川由美子講師に変更。
・佐藤元教授の辞任により担当科目を山崎洋次教授、楊箸隆哉教授へ変更し令和６年４月より松原由佳助教が就任。
・古谷佳由理教授の辞任により、後任未定で専任教員採用予定で公募中であるが、担当科目の小児看護学概論のみ添田啓子兼任講師に変更。
・高橋道明准教授の辞任により、後任として令和６年４月より刈谷奈緒子助教に変更となり、担当科目のコンピュータリテラシーの兼任講師として就任。
・杉本敬子先生が留学から帰国により、国際看護学・母性看護学領域担当教授として就任。
・英語A1・英語A2・英語B1・英語B2・英語C1・英語C3を少人数制科目としてティモシークック兼任講師が就任。
・浮谷秀一兼任講師の辞任により、心理学概論は阿部真美子兼任講師へ変更。
・高昌弘兼任講師の辞任により、韓国語１・韓国語２は安鍾培兼任講師へ変更。

【令和７年度】
・山崎洋次教授の定年退職により、担当科目は中野忍兼任講師および楊箸隆哉兼任講師に変更し、令和８年４月より中野忍兼任講師が専任教員として就任予定。
・楊箸隆哉教授の定年退職により、担当科目は兼担講師として引き続き科目を担当。当該ポストは数理情報系科目の充実のため令和７年４月より浅野優太准教授が就任。
・スーディー神﨑和代教授の定年退職により、後任として令和７年４月より岩田裕子教授が就任。
・レンデンマン美智子教授の定年退職により、後任として令和７年１月より稲葉沙紀助教が就任。一部科目は兼任講師としてレンデンマン美智子氏が一部担当。
・佐藤鳳玲助教の辞任により、後任として令和７年４月より佐藤瞳助教が就任。
・土谷ちひろ助教の辞任により、後任として令和７年６月より手塚友美助教が就任。
・半田朋香助教の異動により、当該専任教員のポストは現在公募中。
・佐藤鳳玲助教が担当していた中国語1・中国語2は真殿仁美兼任講師に変更し、国際看護実習Ⅰ・国際看護実習Ⅱは手塚友美助教に変更。
・半田朋香助教が担当していた科目は全て共同担当教員がいるため支障はない。
・佐々木充直兼任講師の辞任により、健康福祉社会とグローバル化は岡田太郎兼任講師に変更。

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

【令和４年度】
・吉岡洋治教授就任辞退、後任未定であるが、専任教員採用予定で公募中。
・金世煥兼担講師の辞任により、韓国語1・韓国語2は高昌弘兼任講師へ変更。
・鈴木秀生兼任講師の辞任により、健康の科学・健康・スポーツ1・健康・スポーツ2は小坂仁兼任講師へ変更。
・長澤里絵兼任講師の辞任により、英語A1・英語A2・英語B1・英語B2・英語C1・英語C3は矢倉眞一兼任講師へ変更。
・鈴木由紀子講師の辞任により、後任未定であるが、専任教員採用予定で公募中。
・杉本敬子准教授の後任として令和４年６月より土谷ちひろ助教に変更。
・小澤典子准教授の後任として令和４年９月より齋藤佑見子准教授に変更。
・菅野昌史兼担教授の辞任により、法学入門は柴野荘一兼任講師へ、社会学入門は福島智子兼任講師へ変更。
・吉岡洋治教授就任辞退により担当科目の内、公衆衛生学は山口忍兼任講師、小稲文兼任講師、栗田順子兼任講師へ一部変更。

【令和３年度】
・吉岡洋治教授の就任が令和３年４月より令和３年９月に変更。
・福島統教授就任辞退により、佐藤元教授に変更。教員審査省略。
・中村摩紀教授の就任が令和５年４月より令和４年４月に変更し、令和３年４月の兼任教員就任は辞退。
・小澤典子准教授就任辞退、後任未定であるが、令和３年１０月から専任教員採用予定で公募中。「基礎看護学実習Ⅰ」は共同担当教員がいるため支障なく、その他の科目に
ついては令和４年度以降の科目となる。
・瀬戸愛子教授の就任が令和４年４月より令和３年４月に変更。この変更により兼担の科目は専任の科目に変更。
・兼担の久呉高之教授担当科目の内、日本語リテラシーは兼任講師の武田雅史先生に変更。
・兼担の小池久恵教授担当科目の内、日本語リテラシーは兼任講師の武田雅史先生に変更し、英語A1・英語A2・英語B1・英語B2・英語C1・英語C3は兼任講師の坂本仁奈先生に
変更。
・兼担のティモシー　クック教授就任辞退により、坂本仁奈兼任講師に変更。
・兼担の五十嵐幸一教授就任辞退により、鈴木秀生兼任講師が担当。
・兼担の高島翠准教授就任辞退により、浮谷秀一兼任講師に変更。
・松本麻子兼任講師就任辞退により、武田雅史兼任講師に変更。
・杉本敬子准教授の辞任により、後任未定であるが、専任教員採用予定で公募中。
・坂本仁奈兼任講師辞任により、長澤里絵兼任講師、滝井寛兼任講師に変更。
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(注)・　大学設置基準別表第一、短期大学設置基準別表第一イ、高等専門学校設置基準第六条第二項及び第三項又は第四項
　　　　により算出される専任教員数を記入してください。
　　  ・　高等専門学校の場合、「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授数」欄は「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授・准教授数として、
　　　　高等専門学校設置基準第八条により算出される必要教授・准教授数を記入してください。

(注)・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、
　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、
　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

(注)・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、
　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。
　　　　

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
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（注）・　計画の区分が「学部等連係課程実施基本組織（学科連係課程実施学科）の設置」の場合、大学設置基準第四十二条の三の二（短期大学設置基準第三条の二）に基づく

　　　　　連係協力学部等（連係協力学科）ごとに別ファイルで作成してください。
　　　　　「連係協力学部等（連係協力学科）」の専任教員数について、「（２）-① 設置基準上の必要専任教員数」及び「（２）-② 専任教員等数【大学】」を

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画
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(注)・　大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について定める件（平成十一年九月十四日文部省告示第百七十五号）により
　　　　算出される教員数を記入してください。

(注)・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、
　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、
　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

(注)・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、
　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入し、
　　　　「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ） =
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
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（注）・　専門職大学院に関し必要な事項について定める件（平成十五年三月三十一日文部科学省告示第五十三号）により算出される教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、
　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、
　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）
　　　・「みなし専任教員数」には、「実務家教員数」に計上している実務家教員数のうち、みなし専任教員の教員数を計上してください。

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、
　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入し、
　　　　「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
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（注）・　大学設置基準別表第一イ（２）及び第四十二条の六、専門職大学設置基準別表第一イ及び第三十六条、
　　　　専門職短期大学設置基準別表第一イ及び第三十三条により算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、
　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、
　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）
　　　・「実専」は実務家教員、「実（研）」は研究能力を併せ有する実務家教員を計上してください。
　　　　なお、みなし専任教員（実み）がいる場合は、必要に応じて各項目の教員数に計上してください。
　　　・「みなし専任教員数」には、「実専」に計上している実務家教員数のうち、みなし専任教員の教員数を計上してください。

(注)・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、
　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入し、
　　　　「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（●●）

みなし専任教員数

みなし専任教員数

●●

［　　　　］

みなし専任教員数

●●

［　　　　］

●●

助手
（Ｄ'）

●● ●●

［　　］

教　授 准教授 講　師 助　教

助　教
計

（Ａ）

現在（報告時）の完成年度時の計画

●●

計
（Ｄ）

●●

［　　　　］ ［　　　　］

専任教員数
（専）

［　　　　］ ［　　　　］ ［　　　　］ ［　　　　］

専任教員数
（実専）

専任教員数
（実（研））

専任教員数
（専）

専任教員数
（実専）

専任教員数
（実（研））

［　　］ ［　　］ ［　　］ ［　　］ ［　　　］ ［　　］ ［　　］ ［　　］

●● ●● ●● ●● ●● ●●

●● ●●

●● ●●

名 名

教　授

（●●） （●●） （●●） （●●） （●●）

●●

●●
●●

（●●） （●●） （●●）

●●

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

専任教員数のうち、
完成年度時における
設置基準上の必要教

授数

講　師

　（２）－②　専任教員等数【専門職大学等】

設　置　時　の　計　画 現在（報告時）の状況

計
（Ｂ）

専任教員数のうち、
完成年度時における
設置基準上の必要実

務家教員数

●●

名

専任教員数のうち、
完成年度時における
設置基準上の必要な
研究業績を有する実

務家教員数

●●

名

助手
（Ｂ'）

教　授 准教授 講　師 助　教
助手

（Ａ'）
准教授

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

●●
= ％

●●

#VALUE!

=

●● ●●
●● ●● ●● ●● ●●

専任教員数
（実専）

専任教員数
（実（研））

●● ●●

みなし専任教員数
専任教員数

（専）
専任教員数
（実専）

専任教員数
（実（研））

専任教員数
（専）

●●

名

年齢構成

●●

（●●）

計
（Ｃ）

●●

［　　］

●● ●●

歳 名

現在（報告時）の完成年度時の状況

教　授 准教授 講　師 助　教
助手

（Ｃ'）

●● ●●

●● ●● ●● ●●

［　　　］

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
●●

= - ％
●●

●● ●●

●●

［　　］

#VALUE!

　（２）－③　年齢構成

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

●●

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
●●

= ％
●●

設置時の計画について、（　）内に開
設時の教員数を記入してください。

数式が入力さ れています。

数式が入力さ れています。

設置時の計画との増減
数を［　］内に記入してく
ださい。
（記入例：△１）

設置時の計画との増減
数を［　］内に記入してく
ださい。
（記入例：△１）

数式が入力さ れています。
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

①

①

①

①

必修

必修

①

①

①

必修

必修

必修

基礎看護学実習Ⅱ

精神看護活動/援助論

精神看護学演習

①

①

必修

基礎看護技術Ⅱ

老年看護学演習

老年看護学実習Ⅰ

応用看護演習OSCE/IBT

必修

基礎看護学実習Ⅱ

老年看護学実習Ⅰ

老年看護学実習Ⅱ

応用看護演習OSCE/IBT

必修

必修

必修

必修

必修

必修

基礎看護学実習Ⅱ

地域を学ぶ

老年看護活動/援助論

①

R5.3　私事都合のため辞任（5）

①

①

必修

必修

精神看護学実習

応用看護演習OSCE/IBT

看護学統合実習

R4.8　私事都合のため辞任（5）

６ 助教 柴田　和宏 R5.3

必修

必修

必修

地域を学ぶ

基礎看護学実習Ⅰ

地域を学ぶ

基礎看護学実習Ⅰ

看護学統合実習

①

①

①

５ 助教 嶌　ひかり R4.5

必修

必修

必修

必修

R5.3　私事都合のため辞任（5）

①

①

４ 講師 寒河江　優美子 R5.3

必修

必修

必修

基礎看護技術Ⅰ

国際看護実習Ⅱ

応用看護演習OSCE/IBT

R5.3　私事都合のため辞任（5）

看護と人間関係

基礎看護学実習Ⅰ

看護学統合実習

①

①

①

必修

必修

基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

①

①

①

①

成人看護学実習Ⅰ

成人看護学実習Ⅱ

英語診療演習

国際看護実習Ⅰ

看護学統合実習

①

①

①

応用看護演習OSCE/IBT

①

①

①

①

①

①

①

①

①

３ 准教授 高田　大輔 R5.1

必修

必修

必修

①

基礎看護学実習Ⅰ ①

２ 講師 鈴木　由紀子 R3.3

計 16 科目 計 15

15

3 人

必修

１

地域における健康増進

在宅看護学実習

選択

必修

国際看護実習Ⅱ

応用看護演習OSCE/IBT

①

①

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。
　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、
　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

計 0

(注)・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。
　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。
　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。
　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

0 自由 0

辞任等の理由

フレッシャーズセミナー

公衆衛生学

必修

必修

基礎看護学実習Ⅰ ①

R3.1　私事都合のため就任辞退（3）

必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

必修

小児看護学演習

小児看護学実習

応用看護実習OSCE/IBT

①

①

①

①

①

②

看護学統合実習 ①

小児看護活動/援助論

①

必修

必修

必修

必修

教授 吉岡　洋治 R3.3

必修

必修

R4.3　私事都合のため辞任（4）

必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

必修 看護学統合実習 ①

成人慢性期の看護方法

国際看護実習Ⅰ ①

必修 看護学統合実習 ①

必修

必修

必修

必修

必修

必修

選択

必修

成人急性期の看護方法 ①

①

准教授 杉本　敬子 R3.7

必修 国際看護学 ①

R3.7　私事都合のため辞任（4）
R6.4　留学から帰国により再就任（6）

必修

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

計 1

選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由

必修 1 必修 0

選択 0 科目 選択 0

必修 16 科目 必修

２ 准教授 小澤　典子 R3.1

必修

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

必修 看護学総合講義 ①

３
R3.3　病気療養のため就任時期を変更（3）

R3.12　ご逝去のため就任辞退（4）

１ 教授 福島　統 R3.1

必修 フレッシャーズセミナー ①

R3.1　現大学留任のため就任辞退（3）
必修 人体の構造と機能Ⅰ ①

必修 看護学総合講義 ①

必修 人体の構造と機能Ⅱ ①

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

(注)・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。
　　　・　令和７年度開設の学科等の場合、（D）＋（F）と同数を記載してください。

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

地域を学ぶ

地域・在宅看護活動/援助論

看護学統合実習

①

①

必修

必修

①

①

①

必修

必修

必修

必修

看護学統合実習 ①

看護学総合講義

応用看護演習OSCE/IBT

国際看護学

必修

必修

必修

必修

必修

必修

基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

成人慢性期の看護方法

R7.2　私事都合のため辞任（7）
（神戸大学医学部保健学科　准教授）

１２ 助教 半田　朋香 R6.4

必修

必修

地域・在宅看護学演習

地域・在宅看護学実習

応用看護演習OSCE/IBT

①

①

①

必修 ①応用看護演習OSCE/IBT

選択

R6.6　本人の申し出により本法人が
設置する看護専門学校へ異動（7）

必修

必修

国際看護実習Ⅰ

国際看護実習Ⅱ

英語診療演習

看護学総合講義

R7.3　契約期間満了により辞任（7）

１１ 助教 土谷　ちひろ R6.10

必修

必修

必修

地域における健康増進

地域を学ぶ

選択

必修

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

看護学統合実習

②

②

①

必修

選択

必修

必修

国際看護実習Ⅰ

国際看護実習Ⅱ

①

①

①

①

①

１０ 助教 佐藤　鳳玲 R6.4

選択

必修

必修

必修

必修

必修

小児看護学概論

小児看護学演習

小児看護学実習

看護学総合講義

応用看護演習OSCE/IBT

応用看護演習OSCE/IBT

①

①

① R6.3　私事都合のため辞任（6）

必修

必修

コンピュータリテラシー

地域を学ぶ

看護学統合実習

①

①

①

成人看護学実習Ⅱ

成人看護学実習（外来/地域・多職種）

看護学統合実習

①

①

①

R6.3　私事都合のため辞任（6）

９ 准教授 高橋　道明 R5.9

必修

R5.6　私事都合のため辞任（6）

８ 教授 古谷　佳由理 R6.1

必修

必修

必修

フレッシャーズセミナー

フィジカルアセスメント

必修

必修

人体の構造と機能Ⅱ

疾病と治療Ⅰ

看護学総合講義

①

①

①

７ 教授 佐藤　元 R5.6

必修

必修 疾病と治療Ⅲ ①

　（３）－⑤　令和６年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

3 人

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

=
14

= 48.27 ％
29

14 人

計 105 科目 計 102 計 3 計 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

98 必修 1 必修 0

選択 2 選択 0選択 6 科目 選択 4

必修 99 科目 必修

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、
　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ｄ）＋（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

(注)・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員について、記入してください。
　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」
　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0 自由 0

計 89 科目 計 87 計 2

11 人
自由 0 科目 自由 0 自由

計 0

83 必修 0 必修 0

選択 6 科目 選択 4

必修 83 科目 必修

選択 2 選択 0

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

(注)・　定年により退職した全ての専任教員について、記入してください。
　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」
　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

4 人

計 41 科目 計 29 計 12

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、
　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

27 必修 11 必修 0

選択 1 選択 0選択 3 科目 選択 2

必修 38 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

定年延長期間満了によりR7.3.31付け
72歳で定年退職（7）

必修 地域における健康増進 ①

必修 看護学統合実習 ①

２ 教授 スーディ 神﨑 和代

必修 健康教育と看護倫理 ①

必修

必修

地域・在宅看護学概論

地域を学ぶ

地域・在宅看護学実習

医療英語

国際看護学

英語診療演習

国際看護実習Ⅰ

国際看護実習Ⅱ

看護学総合講義

定年延長期間満了によりR7.3.31付け
76歳で定年退職（7）

選択 生命の科学 ②

必修 看護学総合講義 ①

１ 教授 山崎　洋次

必修 フレッシャーズセミナー ①

必修

必修

必修

必修

必修

人体の構造と機能Ⅳ

疾病と治療Ⅰ

疾病と治療Ⅱ

疾病と治療Ⅲ

小児看護学概論

②

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

②

②

②

①

３ 教授 レンデンマン 美智子

必修

必修

必修

フレッシャーズセミナー

看護と人間関係

看護学統合実習

①

①

①

必修

必修

必修

必修

必修

必修

必修

選択

定年延長期間満了によりR7.3.31付け
72歳で定年退職（7）

４ 教授 楊箸　隆哉

必修

必修

必修

フレッシャーズセミナー

人体の構造と機能Ⅰ

看護学総合講義

①

②

①

定年延長期間満了によりR7.3.31付け
68歳で定年退職（7）

必修

必修

必修

必修

必修

必修

選択

必修

必修

小児看護活動/援助論

応用看護演習OSCE/IBT

①

①

①

②

①

①

①

①

①

①

小児看護学演習

小児看護学実習

医療英語

英語診療演習

国際看護実習Ⅰ

国際看護実習Ⅱ

看護学総合講義

応用看護演習OSCE/IBT

①

①

①

②

①

①

①

①

①

②

②

②

②

①

必修

必修

必修

必修

必修

人体の構造と機能Ⅱ

人体の構造と機能Ⅲ

こころとからだの探求

薬物と薬物療法

看護研究の基礎
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

就任予定における未就任教員は3名である。（3）①-1の教員は、所属大学から留任要請があり就任が困難となった。学部開設前であったた
めに同等科目を担当できる教員人事を早急に進め、同等教員を配置でき、現在、問題なく教育は遂行できている。（3）①-2の教員は開設年
度から就任予定であったが、私事都合により担当科目開始年度まで就任を延期した。しかし、就任時期について折り合いがつかず、就任辞
退となった。その後、担当できる教員補充を行い現時点では問題なく教育は進められている。（3）①-3の教員は、開学年度から就任予定で
あったが就任直前に病気による療養に入ったので就任時期を延ばして対応したが、就任前に逝去し就任辞退となった。担当科目については
直ぐに後任人事を進めた。その間、担当科目の一部については兼任講師で対応した。現時点では科目を担当する教員を確保できたため、問
題なく教育は進められている。これら3名の教員の学生への周知については、前期・後期のガイダンス時に教員の移動について十分な説明を
しており、大きな問題は起きていない。
令和5年度までに就任後退職となった教員は9名で、そのうち1名は再就任している。（3）②-1の教員は開設年度に就任したが、開設年度に
米国の大学からの研究員要請があり自身のキャリア形成を優先し辞任した。直ぐに後任人事を行い、同等の人材が確保され教育は問題なく
遂行できているが、帰国後の令和6年4月に再就任している。（3）②-2の教員は開設初年度で辞任した。理由は一身上の都合である。家庭の
事情が主な要因とされる。後任人事を早急に進め後任者が配置されている。（3）②-3の教員は、開設2年後の辞任で、理由は家庭の事情で
ある。当該人事は現在公募中で、早急の補充を進め後任者が配置されている。（3）②-4も開設2年後に辞職に至った。辞任の理由は、高齢
家族のケアのためである。この人事も早急に後任者を補充するため公募を開始し後任者が配置されている。（3）②-5および6の2名は、大学
教育職から自身のキャリアを実務者として伸ばして行きたいという意思が強く、開設2年目での辞任となった。後任者については2名が確保
され、すでに赴任している。（3）②-7の教員は、開設年度から管理職として赴任したが前職での不祥事により辞職した。幸い専門基礎領域
の2名の専任教員でカバーできる科目であったために教育面の問題は生じていない。（3）②-8の教員は、小児領域の教授であった。ご家庭
の事情が主な要因となって辞任に至った。（3）②-9の教員は、自身の新たなキャリアップを目指して大学教育のみではなく、臨床での実務
も含む業務形態を実現するため、臨床で看護キャリアを積みながらも本学の兼任講師として大学教育の継続を含む形での辞任となった。
令和6年度の専任教員の辞任者は、定年による退職者を含め7名であった。3名は辞任でいずれも助教である。1名は国立大学の准教授とし
て、1名は本人の希望により本法人系列看護学校への異動退職、1名は私事都合による契約期間満了による退職である。このうち2名は後任補
充を行った。残り1名は、引き続き公募し早急の補充を目指す。他4名は定年退職である。そのうちの1名（国際看護領域の教授）は後任補充
した。1名は「疾病と治療」に関わる医師職の補充で、今年度は兼任講師として担当し、来年度（令和8年度）専任教員として就任予定であ
る。他1名は国際・小児領域の教授である。前年度に教授を准教授に変えて後任補充し、さらに当該年度内に助教を補充したため、申請時小
児領域としては当初計画通り2名体制となっている。残る1名の定年退職者は、専任教員から兼任講師として科目をそのまま引き継いで教育
を実施している。これらの科目は医学系教員が補充された際に担当科目を担う予定で、当該ポストには数理情報系科目の充実のために准教
授を補充した。
＜学生の履修等への影響＞
退職教員によって欠員となっている専任教員は2名である。1名の助教（地域・在宅看護学助教）と1名の教授（専門基礎領域で基礎医学部分
を担当）である。助教ポストの補充人事については、早急に人事を進めていくが、学内の専任教員で教育は担保できている。専門基礎領域
の定年退職教員の補充については、専任教員であった定年退職教員が引き続き兼任講師となって担当していた科目をそのまま引き続き実施
していき、医師職については今年度は兼任教員として疾病と治療科目を担当し来年度は専任教員として就任予定であることから、現時点で
の学生の履修等への影響はない。
＜学生への周知＞
学生への周知は、年度初めのガイダンスの中で大学および学部の3つのポリシーを解説すると同時に、とくにカリキュラムの内容や時間割、
教育体制など教務関連事項のなかで新たな教育体制について詳しく説明を行った。
＜今後の方針＞
定年退職および辞任した教員の補充を行ったが、未だ1名の教員の補充ができない状況なので早急に進めていく。今後の看護学教育における
専門基礎領域での情報教育の充実は、今後の看護学教育のカリキュラム改訂においても必須である。医学系教員の担当科目の一部を兼任講
師で対応していくことで教育の質は十分に維持できるものと考えられる。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入して
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（令和2年）

（3） （3）

令和4年度より、今後の18歳人口の
推移や全国的な薬学部の志願動向
予測、及び本学薬学部への入学状
況等に鑑み、定員規模の適正化を
図るため、入学定員を90人から60
人に変更した。
募集活動においては、新型コロナ
ウイルス感染症の影響を受け、当
初計画していた対面による広報活
動が制限されたため、本学ホーム
ページやWEBオープンキャンパスに
よる情報提供、ダイレクトメール
の送付や動画の公開等を実施し、
学科の内容理解を図ったが、令和4
年4月1日現在の入学定員充足率は
68.3％に留まった。

学長の諮問委員会である入試・広
報委員会等において、継続して広
報施策を検討する。
具体的には、偏差値の他にスト
レート合格率を進路選択の指標と
している受験生がいることを踏ま
え、教育内容や学問としての薬学
の魅力を伝えること、他大学との
違いを明確化し、本学の特色を広
報することで学生確保を図る。

（4） （4）

令和5年度入学者向けの広報は、①
認知、②接触、③来校、④出願、
⑤合格、⑥入学の段階ごとに広報
活動を実施した。
「①認知」においては、新聞社へ
の投稿10回（記事掲載10回）、寄
稿（6回）、SNS（Twitterフォロ
ワー651人（昨年度562人）、
Instagramフォロワー320人（昨年
度232人））、高校訪問（延べ921
校（昨年度：832校）を実施し本学
としての認知拡大を図った。「②
接触」では会場ガイダンスや高校
内ガイダンス、出前講座を実施
し、「③来校」の増加を図った。
薬学科の3年生の参加者実数は、53
人（昨年度78人）となり、「④出
願」は118人（昨年度129人）、
「⑤合格」は109人（昨年度110
人）となり、「⑥入学」は38人
（昨年度41人）となった。入学定
員充足率は63.3％となり、昨年度
の68.3％より減少した。

薬学部薬学科においては、依然と
して総合型選抜入試、学校推薦型
選抜入試における志願者が少ない
ため、これらの入試で志願者増加
を図らなければならないと考えて
いる。
また、偏差値の他に国家試験のス
トレート合格率や留年率を進路選
択の指標としている高校や受験生
がいることを踏まえ、ストレート
合格率と留年率等についても丁寧
に説明し、学生一人ひとりの学修
状況を把握し、適正な判断基準に
則り、責任をもって教育している
ことの理解を得て、ネガティブな
イメージを払拭する必要がある。
そのため、基礎科目の補強を他大
学と比較して手厚く展開し、演習
による知識の定着を図る教育内
容、学問としての薬学の魅力を伝
えること、並びに本学ならではの
薬学部の特色を理解してもらえる
よう、高校訪問やガイダンス、
オープンキャンパス等の直接広報
で積極的に周知する計画である。
さらに、今後の18歳人口の減少を
見据え、長期的な観点で広報対象
を高校だけに限らず、中学校や小
学校に広げ、早期に薬学分野に興
味・関心を抱かせ、進路選択の一
つとする働きかけにより学生確保
を図る。

（5） （5）

（6） （6）

薬学部薬学科は、福島県及び近接
地域を中心として、さらに広域な
募集エリアも対象に、充実した教
育内容・体制の広報活動を展開し
てきた。
直近の5年間の定員充足状況は、
67.8％（R3）、68.3％（R4）、
63.3％（R5）、46.7％（R6）、
70.0％（R7）で定員未充足の状況
が継続している。

令和7（2025）年度には、定員を60
人から40人へ変更し改善を図った
ものの、急速な人口減少、薬学分
野の人気の低迷等の外的要因を乗
り越えることが困難であり今後の
入学定員の充足が見込めないと判
断し、令和8（2026）年度以降の入
学生の学生募集停止を決定した。

（7） （7）

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

1.薬学部薬学科の定員
未充足の是正に努める
こと。

【認可】
遵守事項

履行済

履　行　状　況

令和3年度の募集活動においては、
新型コロナウイルス感染症感染拡
大防止のため、一部募集活動が制
限されたが、動画の配信やSNS、ダ
イレクトメールの送付等を実施
し、入学者数は61人（入学定員充
足率0.67）となった。
今後の18歳人口の推移や全国的な
薬学部の志願動向予測、及び本学
薬学部への入学状況等に鑑み、定
員規模の適正化を図るため、令和4
年度より入学定員を60人とするた
め、令和3年4月20日に大学の収容
定員に係る学則変更の届出をし
た。

令和6年度入学者向けの広報は、①
認知、②接触、③来校、④出願、
⑤合格、⑥入学の段階ごとに広報
活動を実施した。
「①認知」においては、新聞社へ
の投稿12回（記事掲載7回）、寄稿
（3回）、SNS（X（旧Twitter）
フォロワー692人（昨年度651
人）、Instagramフォロワー467人
（昨年度320人））、高校訪問（延
べ1,362校（昨年度921校））を実
施し本学としての認知拡大を図っ
た。「②接触」では進学相談会
（会場ガイダンス83回、接触者数
565人（昨年度：59回、284人）、
高校内ガイダンス134校、1,327人
（昨年度：110校、361人））に参
加した。また、出前講座26校（昨
年度25校）を実施し、「③来校」
の増加を図った。オープンキャン
パスの参加者数は46人（昨年度53
人）となり、「④出願」は89人
（昨年度118人）、「⑤合格」は79
人（昨年度109人）となり、「⑥入
学」は28人（昨年度38人）となっ
た。入学定員充足率は46.6％とな
り、昨年度の63.3％より減少し
た。

薬学部薬学科においては、依然と
して総合型選抜入試、学校推薦型
選抜入試における志願者が少ない
ため、これらの入試で志願者増加
を図らなければならないと考えて
いる。
また、偏差値の他に国家試験のス
トレート合格率や留年率を進路選
択の指標としている高校や受験生
がいることを踏まえ、ストレート
合格率と留年率等についても丁寧
に説明し、学生一人ひとりの学修
状況を把握し、適正な判断基準に
則り、責任をもって教育している
ことの理解を得て、ネガティブな
イメージを払拭する広報活動を継
続しつつ、昨年度後半より実施し
た、薬学部薬学科の教員による高
校訪問も年間を通し実施する。
さらに、長期的な観点で広報対象
を高校だけに限らず、中学校や小
学校に広げ、地元企業の主催する
イベントや地元いわき市または近
隣地域のイベント等にも積極的に
参加することで、より広いステー
クホルダーとの接触機会を増や
し、早期に薬学分野に興味・関心
を抱かせ、進路選択の一つとする
働きかけにより学生確保を図る。
なお、今後の18歳人口の推移や全
国的な薬学部の志願動向予測、及
び本学薬学部への入学状況等に鑑
み、定員規模の適正化を図るた
め、令和7年度より入学定員を40人
とするため、令和6年5月に大学の
収容定員に係る学則変更の届出行
う計画である。

WEBオープンキャンパスの開催や
SNS、WEBコンテンツの強化、遠隔
システムを活用した個別相談の充
実、ダイレクトメールによる情報
発信を実施する。
また、高校訪問やガイダンス、説
明会の実施に加え、長期的な学生
確保の観点から市内の中学校でも
早期から大学理解を含めた職業理
解を図れるよう取り組んでいく。
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認　可　時

（令和2年）

（3） （3）

開設初年度は、入学者数34人（入
学定員充足率56.6％）、2年目は35
人（入学定員充足率58.3％）と低
い値で推移している。
教育内容の充実等を図るため、
チューター制度による、日々の学
修指導から個人的な悩み相談等の
学生生活全般までをきめ細かに支
援しつつ、少人数制の教育や学力
向上対策、就職支援対策等を行っ
ている。また、正課外ではある
が、資格取得や大学院進学に向け
た勉強会を開催している。
「医療創生大学」という名称が
「医療」に特化した大学であると
いう認識が強く持たれており、心
理学部の存在を認知されにくいこ
とから、WEBオープンキャンパス、
資料請求者や高校宛のダイレクト
メール、動画の公開等により学部
周知のための広報活動を行った。
また、新型コロナウイルス感染症
の状況等を踏まえ、学費の見直し
や奨学金制度を新設し、経済的支
援策とあわせた広報活動を行った
が、令和4年4月1日現在の入学者は
38人（入学定員充足率63.3％）に
留まった。

学長の諮問委員会である入試・広
報委員会等に置いて、継続して広
報施策を検討する。
心理学部への入学者の動向をみる
と、福島県中通り地域における入
学者が減少傾向にあるため、当該
地域に対して広報活動を強化す
る。また、地元いわき市の認知度
向上を図るため、本学の教育資源
を活用した中学生、高校生、保護
者を対象とした心理学に関する出
前講座や出張講座を行い、学生の
確保を図る。

（4） （4）

心理学部の入学者数は、初年度34
人（入学定員充足率56.6％）、2年
目35人（入学定員充足率
58.3％）、3年目38人（入学定員充
足率63.3％）と低い値で推移して
いたが、4年目48人（入学定員充足
率80.0％）まで増加した。
心理学部では、日々の学修指導か
ら個人的な悩み相談等の学生生活
全般まで、教員がきめ細かに支援
しながら学力向上対策等を行って
いる。また、正課外ではあるが、
資格取得や大学院進学に向けた勉
強会を開催し教育内容の充実等を
図ってきた。
また、令和4年度には地元いわき市
の企業と連携し、心理学に興味・
関心を持たせるために商品袋のデ
ザインの作成や、主に地元いわき
市の方を対象とした講演会を実施
し、理解を得る活動を行ってき
た。今後も、教育内容の充実を図
り、学生満足度を向上させるとと
もに、地元いわき市をはじめとし
た福島県内の地域を中心に本学の
心理学部の特色の理解を得ること
で、入学定員充足率の向上を図る
計画である。

令和4年度に心理学部が実施してき
た講演会、出前講座の実施、地元
企業との連携による広報等を継続
する。
また、令和5年度に卒業生を輩出す
るため、学生の満足度を向上させ
るよう学生サポート施策に注力
し、各ステークホルダーに理解を
得ながら学生確保を図る計画であ
る。
なお、心理学部への入学者の動向
をみると、福島県、茨城県、宮城
県が主な募集地域となることか
ら、当該地域に対して高校訪問等
により学部の理解を得ていく。

（5） （5）

心理学部の入学者数は、初年度34
人（入学定員充足率56.6％）、2年
目35人（入学定員充足率
58.3％）、3年目38人（入学定員充
足率63.3％）、4年目48人（入学定
員充足率80.0％）、5年目37人（入
学定員充足率61.6％）の状況にあ
り、依然として、入学定員の充足
には至っていない。
広報活動において、心理学を基礎
から応用までバランスよく学ぶこ
とができ、各分野を専門とする教
員が揃っていることを丁寧に説明
している。
また、地元いわき市の企業と連携
し、心理学に興味・関心を持たせ
るために商品袋のデザインの作成
を令和4年度より継続して行ってい
る。
さらに、主に地元いわき市の方を
対象とした講演会、及び教育機関
や企業を対象とした出前講座を実
施し、学問理解を得る広報活動を
行ってきた。
今後も、地元いわき市をはじめと
した福島県内の地域を中心に本学
の心理学部の特色の理解を得るこ
とで、入学定員充足率の向上を図
る計画である。

令和5年度に心理学部が実施してき
た講演会や出前講座の実施、地元
企業との連携による広報等を継続
する。対象は高校だけに限らず、
中学校や小学校までを視野に入
れ、早期に心理学分野への興味・
関心を抱かせ、進路選択の1つとな
るように働きかける。
また、令和5年度に完成年度を迎
え、初めて卒業生を輩出したこと
から、進学・就職実績に鑑み、学
生の満足度を向上させるよう学生
サポート施策に注力し、各ステー
クホルダーに理解を得ながら学生
確保を図る計画である。
本学心理学部への入学者の動向を
みると、福島県、茨城県、山形県
等が主な募集地域となることか
ら、当該地域に対して高校訪問等
により学部の理解を得ていく。
なお、今後の18歳人口の推移や全
国的な心理学部の志願動向予測、
及び本学心理学部への入学状況等
に鑑み、定員規模の適正化を図る
ため、令和7年度より入学定員を40
人とするため、令和6年5月に大学
の収容定員に係る学則変更の届出
行う計画である。

（6） （6）

【認可】
助言事項

履行済

２.心理学部臨床心理
学科の定員未充足の是
正に努めること。

開設初年度は、入学者数34人（入
学定員充足率56.6％）となった。
要因は、令和元年9月に学則変更の
認可が得られたものの、高校では
私立大学への推薦入試対象者選出
会議が8月までに終了しており、本
学部への進学を希望しいた受験生
は、認可を待てずに他大学へ進路
を変更した事例が多く、また、学
生募集・広報活動が出遅れたこ
と、実施期間の不十分さが影響し
たと分析している。
さらに、外部からは「医療創生大
学」という名称から「医療」に特
化した学部構成であるという印象
を持たれ、心理学部の存在を認知
しにくいことが推測されたため、
心理学部の認知度を高めるべく、
学部情報や教員紹介動画、教員に
よるミニエッセイ等をSNSや大学HP
を通して発信した。その結果、令
和3年度の学生募集では、新型コロ
ナウイルス感染症感染拡大の影響
を受け、一部募集活動が制限され
たが、入学者数35人（入学定員充
足率58.3％）となった。

学長の諮問委員会である入試・広
報委員会、および学部内の入試広
報委員会において、広報活動の充
実・活性化について検討する。
新型コロナウイルス感染症の感染
状況を踏まえながら、教員による
高校訪問や、来場型・WEBオープン
キャンパスの開催、本学部の内容
理解を目的としたダイレクトメー
ルの送付や動画の作成、高校生の
利用頻度の高いSNSを活用した情報
発信等を計画している。
また、WEB上だけでなく、ポスター
や名刺等の紙媒体での広報戦略に
ついても検討する。
さらに、学費について見直し、学
生の確保を図る計画である。
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設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和3年度）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和4年度）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和5度）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和6年度）

（6） （6）

心理学部では、チューター制を通
して、日々の学修指導から個人的
な悩み相談等の学生生活全般ま
で、教員がきめ細かに支援しなが
ら学力向上対策等を行ってきた。
また、「公認心理師」に対応した
カリキュラムを編成しており、か
つ資格取得を目指せる大学院（人
文学研究科臨床心理学専攻）を併
設していることから、カウンセ
ラーを目指す学生が学内進学でき
る体制と環境が整備されている。
そして、正課外ではあるが、資格
取得や大学院進学に向けた勉強会
を開催し、継続して教育内容の充
実等を図ってきた。
今後の18歳人口の推移や全国的な
心理学部の志願動向予測、及び本
学心理学部への入学状況等に鑑
み、定員規模の適正化を図るた
め、令和7（2025）年度より入学定
員を40人としたが、令和7年4月1日
現在の入学者は29人（入学定員充
足率72.5％）に留まった。

保健医療人材のさらなる質的向上
を図るため、幅広い教養と専門的
な知識と技能、ヒューマニズムに
基づく倫理観や思考力、判断力、
表現力等を身につけ、多職種との
連携や変化に対応できる保健医療
人、及びそれらの観点を持った一
般職業人の育成を目指し、いわき
キャンパス既存の看護学部・健康
医療科学部・心理学部を統合し、
新たに「総合医療学部（仮称）」
を設置し、地域とともにさらなる
発展を目指すことを決定した。
なお、総合医療学部（仮称）の設
置に伴い、心理学部臨床心理学科
は令和8（2026）年度以降の入学生
の学生募集を停止する予定であ
る。

（7） （7）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和6年度）

（6）（7） （6）（7）

　　　　以下のとおりに記載してください。
　　　　【令和６年度報告書から記載内容に変更がある場合】
　　　　　令和６年度報告書の記載内容を転記し文末に「（６）」と記載した上で、変更後の「履行状況」及び
　　　　　「今後の実施計画」を記載し文末に「（７）」と記載してください。
　　　　【令和６年度報告書から記載内容に変更がない場合】
　　　　　令和６年度報告書の記載内容を転記し文末に「（６）（７）」と記載してください。
　　　　【令和７年度から新たに調査対象となった学科等又は令和６年度設置計画履行状況調査で付された指摘の場合】
　　　　　「履行状況」及び「今後の実施計画」を記載し文末に「（７）」と記載してください。

該当なし

該当なし

【ＡＣ】
指摘事項
（改善）

履行済

教育内容の充実等を通
じ、収容定員未充足の
改善に努めること。

心理学部では、チューター制を通
して、日々の学修指導から個人的
な悩み相談等の学生生活全般ま
で、教員がきめ細かに支援しなが
ら学力向上対策等を行っている。
また、心理学部は「公認心理師」
に対応したカリキュラムを編成し
ており、資格取得を目指せる大学
院（人文学研究科臨床心理学専
攻）を併設していることから、カ
ウンセラーを目指す学生が学内進
学できる体制と環境が整備されて
いる。
なお、正課外ではあるが、資格取
得や大学院進学に向けた勉強会を
開催し、継続して教育内容の充実
等を図ってきた。
今後も、チューター制による学修
指導や学生生活全般の支援に努
め、指導方法や教育内容の見直
し・改善を通した教育内容の充実
を図る。
また、学生満足度を向上させると
ともに、地元いわき市をはじめと
した福島県内の地域を中心に、心
理学部の特色の理解を得ること
で、入学定員充足率の向上を図る
計画である。

該当なし

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。以下同様。） と、それに対する履行状況等について、

【ＡＣ】
指摘事項
（改善）

履行済

多くの専任教員が就任
辞退又は辞任している
ことから、教育研究水
準の維持向上等に配慮
した安定的な教員組織
の編制のため、提示さ
れた改善策を着実に実
施しつつ、詳細な原因
分析及びより効果的な
改善策について検討す
ること。（国際看護学
部看護学科）

(注)・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

安定的な教員組織を編制し、教育
研究水準を維持・向上させるた
め、教員の昇進・昇格などの評価
制度の透明化や、ワークライフバ
ランスの向上など「教員の定着支
援」策に取り組んでいる。また教
育・研究組織の再編や、国内外の
研究者などとの学術交流を深めな
がら、国際交流の積極的な取り組
みを計画し、学際的な教育・研究
環境の整備に向けた改革など「教
員組織の強化」を図っていく。さ
らには、ファカルティ・ディベ
ロップメント（FD）の充実や研究
環境の整備を通した、複合的な分
野の共同研究体制の推進や研究活
動を支援するメンタリング制度の
導入「教員の育成・支援」なども
実施していく。

今後の教員の離職防止策として重
要なことは、離職理由の分析を通
した職場環境の改善や、協力的な
職場環境を構築するなど「教員組
織文化の醸成」を図っていく。ま
た一方で、安定した教育研究の質
保証のためには、専任教員の博士
の学位取得のための支援策が、教
育組織の安定にとっては重要な課
題である（本学は43.2％）。そこ
で学位未取得者に対しては、教員
の研究力向上を目指した支援体制
を整備しながら、目前に迫ってい
る新カリキュラム改訂に合わせて
各教員が明確な目標値を定め、目
標達成への邁進によって教育研究
力の向上を図っていく予定であ
る。

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を
　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的かつ明確に記入してください。
　　　　その履行状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。
　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。
　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　・　認可時または届出時に付された附帯事項に対する履行状況等の記載に当たっては、

今後も、心理学を基礎から応用ま
でバランスよく学ぶことができ、
各分野を専門とする教員が揃って
いること等の本学心理学部の強み
と特徴・特色を丁寧に説明する。
また、カウンセラーや資格取得を
目指す受験生に対しては、資格取
得に対応した大学院が併設され、
学内進学できる体制と環境が整備
されている事を丁寧に説明する。
さらに、資格取得や大学院進学に
向けた勉強会を継続して開催し、
教育内容の充実等を図る。
また、令和5年度に完成年度を迎
え、初めて卒業生を輩出したこと
から、進学・就職実績に鑑み、学
生の満足度を向上させるよう学生
サポート施策に注力し、各ステー
クホルダーに理解を得ながら学生
確保を図る計画である。
なお、今後の18歳人口の推移や全
国的な心理学部の志願動向予測、
及び本学心理学部への入学状況等
に鑑み、定員規模の適正化を図る
ため、令和7年度より入学定員を40
人とするため、令和6年5月に大学
の収容定員に係る学則変更の届出
行う計画である。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

該当なし

　　（趣旨）

　　　第１条　この細則は、医療創生大学学則（昭和62年4月1日）第65条第2項及び医療創生大学大学院学則（平成

　　　4年4月1日）第10条の2に基づき設置された、FD・SD委員会（以下「委員会」という。）の運営について定める

　　　ものとする。

　　（審議事項）

　　　第２条　委員会は、本学教員の教育研究活動及び職員の教育研究等支援における資質向上・能力開発に関する

　　　次の事項を審議する。

　　　(1) 教育研究活動改善の方策に関する事項

　　　(2) 初任者及び現任者の研修計画の立案・実施に関する事項

　　　(3) FDに関する教員への各種コンサルティングに関する事項

　　　(4) 教員のFD活動の指針に関する冊子及びFD活動報告書の刊行

　　　(5) 授業評価の実施と結果に関する事項　

　　　(6) 職員のSDに関する事項

　　　(7) その他FD・SDに関する事項

　　（委員会の構成及び任期）

　　　第３条　委員会は次に掲げる者をもって組織する。

　　　(1) 各学部を代表する教員　

　　　(2) 事務局を代表する職員　

　　　(3) その他学長が必要と認めた者　

　　　２　委員の人数は、学部長会の意見を聴いて学長が定める。　

　　　３　委員の任期は、学長が定める。

　　（委員長）

　　　第４条　委員会に委員長を置く。

　　　２　委員長は、学長が指名する。

　　（委員会の招集）

　　　第５条　委員会は、委員長が招集し、主宰する。

　　（任務）

　　　第６条　委員会は、審議の結果を学長に報告する。また、必要に応じて、教授会に報告する。

　ａ　委員会の設置状況

　　　FD･SD委員会

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）
　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　FD・SD委員会細則 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年4月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制　　　　　定

７　その他全般的事項

＜国際看護学部　看護学科＞

（１） 設置計画変更事項等

①　実施体制
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　　（雑則）

　　　第７条　委員会は、必要と認める場合は、委員以外の出席を求め、意見を聴くことができる。また、学長が認

　　　めたときには、小委員会を設置することができる。

　　（事務）

　　　第８条　委員会の事務は、教務学生課が当たる。

　　（雑則）

　　（改廃）

　　　附　則

　　　この細則は、平成19年4月1日から施行する。

　　　附　則

　　　この細則は、平成22年4月1日から施行する。

　　　附　則

　　　この細則は、平成26年4月1日から施行する。

　　　附　則

　　　この細則は、平成27年4月1日から施行する。

　　　附　則

　　　この細則は、平成29年4月1日から施行する。

　　　附　則

　　　この細則は、平成30年4月1日から施行する。

　　　附　則

　　　この細則は、平成31年4月1日から施行する。

　　　附　則

　　　この細則は、令和2年4月1日から施行する。

　　　(1) 教育研究活動改善の方策に関する事項

　　　(2) 初任者及び現任者の研修計画の立案・実施に関する事項

　　　(3) FDに関する教員への各種コンサルティングに関する事項

　　　(4) 教員のFD活動の指針に関する冊子及びFD活動報告書の刊行

　　　(5) 授業評価の実施と結果に関する事項　

　　　(6) 職員のSDに関する事項　

　　　(7) その他FD・SDに関する事項

　ｂ　実施方法

　　・FD・SD研修会の実施

　　　委員会において企画立案し実施している。基本的な内容として、学外から講師を招聘し、講演を実施している。

　　・授業改善アンケートの実施

　　　前期及び後期の授業終了時期に授業内容に関するアンケートを学生に対して実施している。

　　・授業参観制度の実施

　　　教員相互による授業参観制度を導入しており、見直し・検討を行いながら、教育力の向上に努めている。

　　　令和６年度の委員会における教員の出欠状況は全員が出席であった。

　ｃ　委員会の審議事項等

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　・　授業改善アンケートについて

　　・　FD・SD研修会の実施計画・内容の検討

　　・　授業参観制度について

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　年４回の委員会を実施した。委員は教員６名、担当事務２名で構成された。

　　　第１０条　この細則の改廃は、委員会の議を経て、学長が行う。

　　　第９条　この細則に定めるもののほか必要な事項は、委員会の意見を聴き、学長が定める。
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　　・FD・SD研修会の実施

　　　全学FD・SD研修会（令和６年度：４回）

　　　【全学FD研修会】第１回（令和６年８月）　：参加率 １００．０％

　　　【全学FD研修会】第２回（令和６年９月）　：参加率 １００．０％

　　　【全学FD研修会】第３回（令和６年１２月）：参加率 １００．０％

　　　【全学SD研修会】第１回（令和６年４月）　：参加率 １００．０％

　　　前期：２５０科目（アンケート実施科目数）

　　　　　　国際看護学部でのアンケート実施科目数３８科目

　　　後期：２３３科目（アンケート実施科目数）

　　　　　　国際看護学部でのアンケート実施科目数３２科目

　　　きた」または「やや達成できた」と回答しており、ＦＤ研修会の目的はおおむね達成できた。また、教員を対

    ・また、令和６年度のSD研修会は、「性別違和を抱える学生への対応」と題して、多様な学生のそれぞれの生

      き辛さを理解し、認め、適切な「配慮」と「支援（行動）」が行えるようになることを目的に本学の心理系

　　　教職員が講師として実施した。実施後のアンケートから、ＳＤ研修会の目的はおおむね達成できた。

　　　授業終了時期に実施（前期は７月～８月、後期は１０月～２月）。

　　　教員：教員個人の担当科目の結果は、C-learning（学習支援システム）で教員が各自確認している。また、

　　　　　　学科単位でとりまとめた結果は学科として確認している。なお、本結果はホームページで公開している。

　　　学生：C-Learning（学習支援システム）及びホームページで公開できるようにしている。

      後、教員によるコメントのフィードバックも実施した。学生による授業評価自体は概ね良好であった。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　・授業改善アンケートの実施

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　・令和６年度の全学FD研修会は「本学における学修成果の可視化ツールの活用法」として、本学での学修成果の

　　　可視化ツール「あおい」の導入にあたり、教育の質保証に対する社会情勢の理解、導入目的、ツールの活用方

　　  法などについての講演を外部講師を招いて実施した。　実施後のアンケートでは、70%以上の対象者が「達成で

　　　対象とした第2回ＦＤ研修会「コンピテンシーについて考える～各学部の事例紹介・共有」、第3回ＦＤ研修会

      「自学部におけるコンピテンシーとは何か～ビジョンの共通認識」では、先行学部のコンピテンシーテスト

　　　の事例紹介により、自学部の学生が目指す姿をコンピテンシーで示し共通認識した上でコンピテンシーテスト

　　　の作成やコンピテンシーの定義に基づくルーブリックの作成を目指して実施した。

    ・授業改善アンケートについては、全学共通の方針に基づき、令和６年度も前期・後期の２回実施し、その

(注)・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。
　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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　　　該当なし

　　　該当なし

　　　該当なし

　　　該当なし

　ｄ　その他

　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

　　　該当なし

①　体制

　ａ　委員会の設置状況

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

　ｃ　委員会の審議事項等

②　審議状況

　ａ　審議した内容

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

　　　該当なし

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

　　　該当なし
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　　・高度な看護実践能力と、高い倫理観を備えた看護人材の育成

　　・多文化社会に対応できる柔軟な能力を有し、エビデンスに基づくケアを提供できる看護人材の育成

　　・情報を正しく捉えて分析し、IT技術を活用した効果的な医療を提供できる看護人材の育成

　　目的の達成状況:

　　・国際的視野と高度な専門性について

　　　カリキュラムに日常英語のみならず医療英語の演習や講義などが組み込まれ、海外での実際の研修や異文化交流

　　　を通じて医療のグローバル化に活躍できる技術教育を実施している。

　　・高度な看護実践能力と高い倫理観について

　　　最新の看護理論や技術を学べる教材を準備し、高度な実践力を身につけられる環境を整備している。また、講義

　　　や演習においても高い倫理観を養うための教材を準備し、実習の場での学修に繋がるような工夫をしている。

　　・エビデンスに基づく看護ケアの提供

　　　科学的根拠に裏付けられた基本的能力をしっかりと身に着けたうえで、看護専門職として生涯にわたり持続可能

　　　な主体的学修心を身に着けた看護人材の育成を目指している。

　　・多文化社会（地域）に対応できる柔軟な能力を身に着けた看護人材の育成

　　　地域の医療・保健・福祉機関と連携し、学生の実習の場を提供している。在学生の多くは、保健医療福祉現場に

　　　おいて社会に貢献できる人材となる事を希望している。

　　・IT技術の活用に向けた効果的な医療提供の術を身に着ける

　　　学内の情報環境を充実させ、情報社会での医療に対応できる学修を可能としている。

　　以上、設置時の目的をほぼ達成しながら進行している。今後は、さらなる国際化や地域貢献の強化などに向けて、

　　継続的な取り組みを推進していく。

　　・令和５年６月　　公表

　　・令和６年５月　　公表

　　設置の趣旨:

（４） 自己点検・評価等に関する事項

　ａ　公表（予定）時期

　　・医療のグローバル化に対応できる看護人材の育成

　　・平成２３年４月　公表

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　ｂ　公表方法

　　・大学ホームページ上に公開予定（令和７年６月末を予定）

　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書について記入してください。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。
　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を含めて記入してください。

③　認証評価を受ける計画

　　・令和７年３月に公益財団法人大学基準協会へ自己点検・評価報告書を提出し、受審を予定している。

　　・令和２年１０月　公表

　　・令和３年６月　　公表

　　・令和４年６月　　公表

　（専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院については、機関別認証評価と分野別認証評価それぞれの受審計画について記載してください。）

②　自己点検・評価報告書
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（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和７年度）

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫
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